
東日本大震災から１年となった３月 11 日、
市漁業協同組合で久慈市東日本大震災復興祈
念式を挙行。出席者はさまざまな思いを胸に、
犠牲者を追悼し、復興へ一丸となって進み続
けることを誓いました（関連記事２－３㌻）
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ま
ち
を
破
壊
し
、
船
や
家
、
命

を
も
奪
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
発

生
か
ら
１
年
を
迎
え
た
３
月
11
日
、

市
は
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復

興
祈
念
式
を
市
漁
業
協
同
組
合
で

挙
行
し
ま
し
た
。
国
や
県
の
ほ
か

関
係
団
体
な
ど
か
ら
３
５
０
人
が

出
席
。
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
を
追

悼
し
、
復
興
に
向
け
て
難
局
に
立

ち
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

山
内
隆
文
市
長
は
「
多
く
の
支

援
の
も
と
、
取
り
組
み
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
。
今
後

も
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
力
の
限

り
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
。
八
重
櫻

友
夫
市
議
会
議
長
も
「
市
と
と
も

に
、
市
議
会
も
全
力
で
復
旧
・
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

言
葉
に
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

国
・
県
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
の

後
は
、
お
お
む
ね
１
０
０
万
円
以

上
の
寄
付
金
や
義
援
金
な
ど
で
市

を
支
援
し
た
43
団
体
２
個
人
に
感

謝
状
を
贈
呈
。
代
表
し
て
宮
城
建

設
株
式
会
社
と
、
さ
か
な
ク
ン
が

受
領
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
日
付
け
で
自
主
防

災
会
を
立
ち
上
げ
た
長
内
町
の
４

団
体
に
認
定
証
を
交
付
。
高
ま
る

地
域
の
結
束
と
防
災
力
に
、
感
謝

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
岩
手
大
学
工
学
部

の
堺
茂し

げ

樹き

教
授
が
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
教
訓
と
今
後
の
あ
り

方
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
津
波

か
ら
社
員
と
基
地
を
守
っ
た
日
本

地
下
石
油
備
蓄
㈱
久
慈
事
業
所
の

大お
お

藤と
う

友ゆ
う

詳し
ょ
う

所
長
と
、
被
災
者
の
た

め
に
懸
命
な
活
動
を
展
開
し
た
久

慈
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
久

世
一
彦
さ
ん
が
、
自
身
の
体
験
か

ら
迅
速
な
避
難
と
助
け
合
い
の
重

要
性
を
熱
弁
し
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
後
は
、
献
花
用
の
花

を
一
人
一
人
手
に
し
て
市
営
魚
市

場
に
移
動
。
肌
を
刺
す
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
遺
族
な
ど
多
く
の
市
民

も
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
国
主
催
の
追
悼
式
の

様
子
も
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
中
継
。

大
震
災
の
地
震
発
生
時
刻
の
14
時

46
分
、
全
員
で
海
に
向
か
っ
て
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
一
年
―
。
海
を
見
つ

め
、
言
葉
を
発
せ
ず
に
悔
し
さ
や

悲
し
さ
な
ど
を
か
み
し
め
る
参
列

者
。
最
後
は
犠
牲
者
へ
の
思
い
を

込
め
て
献
花
台
に
花
を
さ
さ
げ
、

全
市
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
突

き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

【寄付金】▶秋田県鹿角市▶秋田県能代市▶ ( 財 ) アリオン音楽財団▶荏
原環境プラント㈱▶春日野部屋▶菊原光治▶ＪＦＥミネラル㈱▶新日本婦
人の会▶ ( 財 ) 全国市町村振興協会▶ ( 社 ) 全国信用金庫協会▶ ( 社 ) 大日
本水産会▶東亜道路工業㈱▶東京書籍㈱▶日本国土開発㈱▶㈱はるやま
チェーン▶北星鉱業㈱▶㈱細谷地▶北海道弟子屈町▶水 ing( 株 ) ▶みちの
く銀行グループ▶宮城建設㈱▶㈱宮商▶公益財団法人モラロジー研究所▶
山口建設㈱▶リトアニア共和国クライペダ市
【義援金】▶アメリカ合衆国フランクリン市▶㈱イーシステム▶岩本歯科医

院▶インディアナ日米協会▶㈱ウラタ▶小千谷市民義援金▶高校生ボラン
ティアグループ・グリーンピース、ＳＥＥＤ、中学生ボランティアグループ・
ドリームズブロッコリー▶社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団▶㈱ＣＶ
Ｓベイエリア▶ジョンソン郡コミュニティ財団▶税理士法人市川会計▶曹
洞宗岩手県宗務所▶東京電波㈱▶㈱東山堂▶日軽建材工業労働組合▶日本
共産党中央委員会▶日本自治体労働組合総連合▶㈱ミゾタ▶㈱ユニバース
【支援活動】▶さかなクン

　大震災で実証された地域の絆の大切さ。大きな
被害を受けた長内町の４地区は、自らの地域を災
害から守るため、自主防災会を立ち上げました。
　これで市内の自主防災組織は 10 団体に。認定
証の交付を受けたのは次の４団体です。
▶中長内自主防災会（稲村和雄会長・加入 150 世
帯）▶下長内自主防災会（卯道勝志会長・加入
168 世帯）※同日付けで「災害時要援護者名簿の
共有について個人情報保護に関する協定」も市と
締結しました▶元木沢自主防災会（一沢明男会長・
加入 217 世帯）▶上長内町内会自主防災会（小屋
畑武彦会長・加入 407 世帯）

　活動で感じたのは地域の強い絆。
若い世代も泥にまみれ、汗を流す姿
に心を打たれました。助け合いと郷
土愛、頼もしさを感じる活動でした。

体験発表・支援活動

久慈地区災害
ボランティア

久世一
か ず

彦
ひ こ

 さん

　迅速な避難と行動で社員も岩盤タ
ンクも守ることができました。震災
後の緊急対応も速やかに実施。これ
も地元と全国の支援のおかげです。

体験発表・避難と対応

日本地下石油備蓄
㈱久慈事業所

大
お お

藤
と う

友
ゆ う

詳
しょう

 所長

　湾口防波堤など構造物は決して無
駄ではありません。また、訓練など
は継続することが重要です。心構え
と訓練の積み重ねが命を守ります。

基調講演・教訓と今後

岩手大学工学部

堺  茂
し げ

樹
き

 教授

43 団体２個人に感謝状を贈呈　※敬称略、各 50 音順長内町の４自主防災会に認定証 犠牲者への追悼と復興への決意。言葉を発せずに、さまざまな思いをかみしめる出席者

追
悼
と
決
意
―

３
月
11
日
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行
。

悔
し
さ
や
悲
し
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
、
犠

牲
に
な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
、
復
興
に
向
け
て
全
市
民
一

丸
と
な
っ
て
突
き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

あ
の″
３
月
11
日
〟
か
ら
１
年

久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行

犠牲になった方々の冥福を祈って献花 国の追悼式を大型スクリーンで中継

手
を
携
え
て
力
の
限
り

感
謝
と
期
待
を
込
め
て

冥
福
祈
り
、
復
興
誓
う
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■
は
じ
め
に

　

市
復
興
計
画
と
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
が
２
年
度
目
を
迎
え

る
平
成
24
年
度
。
計
画
を
連
動
さ

せ
、
新
た
な
視
点
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
新
た
な
ま
ち
が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
先
に
「
夢
・
希
望
・
未
来
に

向
か
っ
て
ひ
と
輝
く
ま
ち
」
が
生

ま
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
、
将
来
に
不
安
を
抱
え

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
市
民
の
心

に
夢
と
希
望
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
よ

う
、
被
災
者
の
目
線
に
立
ち
、
２

つ
の
計
画
に
掲
げ
る
目
標
実
現
に

向
け
て
鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
１
】
市
民
と
の
積
極
的
な
協
働

を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
や
町
内
会
な
ど
が
行
政
と

共
通
の
課
題
や
目
標
を
持
っ
て
、

協
力
し
て
取
り
組
む
「
協
働
」
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
協
働

を
推
進
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

海
の
体
験
も
開
始
し
た
体
験
型

教
育
旅
行
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
学
校
等
の
誘
致
を
図

り
、
交
流
人
口
拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
２
】
地
域
、
み
ん
な
で
支
え
あ

う
ま
ち
づ
く
り

　

全
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
の
実
現
の
た
め
、
町
内

会
な
ど
と
連
携
し
、
災
害
時
に
お

け
る
高
齢
者
な
ど
の
安
否
確
認
や
、

日
ご
ろ
の
見
守
り
活
動
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

被
災
者
の
生
活
を
支
援
す
る
ほ

か
、
災
害
時
に
介
護
が
必
要
な
高

齢
者
や
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
る

二
次
避
難
所
、
福
祉
避
難
所
の
設

置
に
努
め
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充

実
に
努
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
平
成
25
年
度
を
初
年
度

と
す
る
「
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
３
】
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
保

育
料
の
軽
減
を
継
続
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
久
慈

小
学
校
建
設
な
ど
で
教
育
環
境
を

整
え
る
ほ
か
、
震
災
を
乗
り
越
え
、

未
来
を
創
造
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
を
育
成
す
る
た
め
、
就
学
援
助

や
復
興
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
開
催
予
定

の
２
順
目
岩
手
国
体
に
向
け
た
市

民
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
４
】
自
然
・
地
域
を
守
る
ま
ち

づ
く
り

　

啓
発
と
、
生
ご
み
処
理
機
器
購

入
等
へ
の
助
成
で
、
ご
み
排
出
量

削
減
と
資
源
物
回
収
を
促
進
し
、

ご
み
処
理
経
費
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
先
を
県
内
外
に
求

め
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
全
量
を

処
理
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
導
入
を
支
援
す
る
ほ
か
、
調

査
・
研
究
に
取
り
組
み
、「
他
地

域
に
も
貢
献
し
得
る
電
力
供
給
の

拠
点
都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
津
波

防
災
施
設
の
整
備
促
進
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
津
波
避
難
訓
練
な

ど
を
継
続
し
、
防
災
意
識
の
「
日

常
化
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

避
難
路
の
整
備
や
防
災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
５
】
地
域
資
源
を
生
か
し
、
賑に

ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
年
、「
短
角
牛
の
里
と
都
市

を
結
ぶ
集
い
」
が
30
回
目
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
で
生
産

者
と
消
費
者
の
絆
を
深
め
、
消
費

拡
大
と
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

加
工
施
設
や
漁
港
施
設
等
の
復
旧

を
最
優
先
し
、
本
格
的
な
復
興
に

向
け
て
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
の
総
合
的
な
振
興

策
に
よ
り
、
復
興
計
画
に
掲
げ
る

「
他
地
域
に
も
貢
献
し
得
る
食
料

沿岸部に壊滅的な被害を及ぼした東日
本大震災の発生から１年。復旧・復興
をさらに推進していくための平成 24 年
度がスタートしました。
山内隆文市長は、２月 20 日に開かれた
市議会３月定例会本会議で平成 24 年度
施政方針を述べ、「新たな視点で輝くま
ちを目指す」という、まちづくりの方
針を示しました。今回は、その概要の
ほか、予算、主な事業、人事異動の内
容をお知らせします。（11 ページまで）

平成 24 年度    久慈市の動き

１施政方針

新視点で
夢と希望
と輝きを

海
加
え
た
教
育
旅
行

交
流
拡
大
に
努
力

供
給
基
地
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

被
災
事
業
所
に
は
利
子
・
保
証

料
の
補
給
を
行
う
ほ
か
、
既
立
地

企
業
の
早
期
復
興
を
支
援
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の

緊
急
雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
活
用

し
て
雇
用
機
会
を
創
出
す
る
ほ
か
、

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
「
い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
に

積
極
的
に
参
画
し
、
観
光
客
誘
致

を
図
る
ほ
か
、
ジ
オ
サ
イ
ト
の
選

定
な
ど
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

　【
６
】
安
全
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

復
興
道
路
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
促
進
に
関

係
団
体
と
一
体
で
取
り
組
む
ほ
か
、

震
災
と
台
風
15
号
で
被
害
を
受
け

た
市
道
の
早
期
復
旧
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
避
難
路
機
能
も
併
せ
持
つ

都
市
計
画
道
路
・
広
美
町
海
岸
線

の
整
備
も
推
進
し
ま
す
。

　

被
災
者
の
生
活
再
建
に
つ
い
て

は
、
被
災
住
宅
の
早
期
再
建
を
利

子
補
給
な
ど
で
支
援
す
る
と
と
も

に
、
集
団
移
転
や
公
営
住
宅
な
ど

に
よ
る
住
宅
の
確
保
に
向
け
て
鋭

意
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
も
難
視
聴

地
域
の
解
消
に
取
り
組
む
ほ
か
、

夢
ネ
ッ
ト
事
業
で
整
備
し
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
開
放
し
、

携
帯
電
話
通
話
エ
リ
ア
の
さ
ら
な

る
拡
大
に
努
め
ま
す
。

２
つ
の
計
画
連
動
し

ひ
と
輝
く
ま
ち
へ

被
災
者
を
支
援
し

安
心
で
き
る
環
境
を

子
ど
も
の
育
成
に

復
興
教
育
な
ど
充
実

被
災
住
宅
の
再
建
と

住
宅
確
保
に
鋭
意

施
設
復
旧
を
最
優
先

水
産
業
復
興
に
全
力

避
難
訓
練
を
継
続
し

防
災
意
識
を
日
常
化

力強い口調で、まちづくり
の方針を示す山内隆文市長
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歳
出

歳
入

平成 24 年度    久慈市の動き

２予算編成

　

平
成
24
年
度
は
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

し
い
財
政
状
況
で
の
予
算
編
成
に

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
を
財
源
別
に
見
る
と
、
市

税
な
ど
の
自
主
財
源
が
48
億
９
８

４
万
円
（
前
年
度
比
５
億
５
５
３

５
万
減
）。
そ
の
う
ち
、
震
災
の

影
響
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
市
税

は
、
前
年
度
よ
り
４
億
１
５
８
１

万
円
少
な
い
34
億
８
５
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
国
か
ら
配
分

さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
は
１
７
１
億
６
３
１
６
万
円

（
同
32
億
５
０
７
５
万
円
増
）
で
、

全
体
の
78
・
１
％
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
国
や
県
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
１
億
４
６
１

０
万
円
を
繰
り
入
れ
。
久
慈
小
学

校
改
築
工
事
な
ど
大
型
事
業
を
実

施
す
る
関
係
で
、
市
債
（
市
の
借

金
）
は
前
年
度
よ
り
13
億
５
９
１

２
万
円
多
い
、
37
億
４
４
２
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
は
じ

め
、
教
育
環
境
の
充
実
や
雇
用
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

経
費
削
減
を
図
り
な
が
ら
、
主
要

事
業
に
は
重
点
的
に
予
算
を
配
分

し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
福
祉

や
子
育
て
支
援
な
ど
に
使
う
民
生

費
（
24
・
７
％
）。
教
育
費
は
久

慈
小
学
校
改
築
工
事
の
実
施
に
よ

り
、
前
年
度
か
ら
12
億
１
８
８
９

万
円
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

最
優
先
事
項
で
あ
る
復
旧
・
復

興
関
係
で
は
、
漁
港
施
設
の
復
旧

費
な
ど
、
久
慈
市
復
興
計
画
に
基

づ
い
て
主
要
44
事
業
、
44
億
３
０

３
０
万
円
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
度
も
国
の
緊
急
雇
用

創
出
事
業
を
活
用
し
、
観
光
関
係

や
環
境
整
備
な
ど
を
実
施
す
る
計

50
の
事
業
を
導
入
。
事
業
の
実
施

に
よ
り
雇
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

８
特
別
会
計
（
左
）
の
予
算
総

額
は
70
億
１
１
６
８
万
円
。
前
年

度
に
比
べ
て
２
億
５
２
２
８
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 24 年度の一般会計当初予算は 219 億
7,300 万円（前年度比 26 億 9,540 万円増）。
東日本大震災からの復旧・復興を進めるた
め、過去最大の予算を編成しました。
久慈市復興計画に基づく事業を最優先とし
ながら、当面の課題である教育環境の改善
や雇用対策などにも重点配分。これまで以
上に選択と集中を進め、限られた財源の効
果的活用に努めました。このページでは、
そのあらましをお知らせします。

※金額は１万円未満を四捨五入しています

用語の説明 表に出てくる分かりづら
い主な用語を説明します

特別会計≫

企業会計≫　水道事業会計

　特別会計は、特定の事業を一般会計と区分したり、
特定の歳入と歳出を区別して処理する会計です。
■土地取得事業・・・・・・・・・・・・    2,234 万円
■国民健康保険事業勘定・・・・・・ 45 億 1,305 万円
■国民健康保険直営診療施設勘定・・   3 億 1,345 万円
■後期高齢者医療・・・・・・・・・   2 億 5,401 万円
■介護サービス事業・・・・・・・・・・   9,633 万円
■魚市場事業・・・・・・・・・・・・・   2,720 万円
■漁業集落排水事業・・・・・・・・   3 億 5,281 万円
■公共下水道事業・・・・・・・・・14 億 3,249 万円

８会計合計　70 億 1,168 万円

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで生まれる地方間
の格差を調整するため国から配分されるお金です。国
が徴収する所得税や法人税などがもとになっています

【支出の関係】
▶民生費…福祉や子育てを支援するためのお金
▶�教育費…学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツ
などを推進するためのお金

▶公債費…市の借金返済などに使うお金
▶�総務費…市役所の庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、　
税金の徴収などに使うお金

▶土木費…道路や公園などを整備・補修するためのお金
▶�衛生費…環境の保全や、健康を増進するためのお金
▶農林水産業費…農林水産業を振興するためのお金
▶商工費…商工業や観光を促進するためのお金
▶消防費…消防や火災予防など、災害対策のためのお金
▶�災害復旧費…被災した施設を復旧するためのお金
▶�義務的経費…人件費など支出することが義務づけられ
ていて、簡単に削減できないお金
▶投資的経費…道路や学校などを整備するためのお金

震
災
に
よ
り
市
税
減
収

大
型
事
業
で
市
債
は
増

久
慈
小
改
築
で
12
億
増

復
興
関
係
に
は
44
億
円

歳出・性質別≫ 歳　出≫ 歳　入≫219億7,300万円
一般会計 一般会計一般会計

復興へ、
過去最大
219 億円

219億7,300万円

源
%

%

財
主
自

  

　　

　
　

　　
　
　
　
　

源
　
財
　
存
　
依

繰入金 
３億5,303万円（1.6％）

分担金及び負担金 
２億3,344万円（1.1％）

その他 
１億9,218万円（0.9％）

地方交付税 
73億4,525万円（33.4％）

その他
6,370万円（0.3％）

地方譲与税
２億6,110万円（1.2％）

地方消費税交付金 
３億5,332万円（1.6％）

市債 
37億442万円（16.9％）

国・県支出金 
54億3,537万円（24.7％）

諸収入 
６億2,264万円（2.8％）

市税　　　34億855万円
（15.5％）

民生費 54億1,883万円
（24.7％）

教育費 35億9,022万円
（16.3％）

公債費 28億8,756万円
（13.1％）

総務費 27億6,460万円
（12.6％）

土木費 18億2,700万円
（8.3％）

衛生費 15億7,806万円
（7.2％）

農林水産業費 12億4,838万円
（5.7％）

商工費 10億2,617万円
（4.7％）

消防費 ８億4,796万円
（3.8％）

災害復旧費 ４億5,609万円
（2.1％）

その他 ３億2,813万円
（1.5％）

21.9

78.1

その他
（３3.9％） 義務的経費

    （43.3％）

投資的経費
（22.8％）

公債費
28億8,751万円
  （13.1％）

人件費
32億7,598万円
  （14.9％）

扶助費
33億5,184万円
  （15.3％）

普通建設事業費
40億8,966万円（18.6％）

災害復旧事業費
９億2,319万円

（4.2％）

物件費
31億8,407万円
（14.5％）

補助費等
24億1,336万円

（11.0％）

その他　６億44万円（2.7％）
繰出金　12億4,695万円（5.7％）

　公営企業会計は、事業で得られる収入で経費を賄う
独立採算制を原則とした会計です。久慈市では、水道
事業会計がこれにあたります。

区分 収入 支出
収益的収支 7 億 4,835 万円 8 億 4,609 万円
資本的収支 2 億 3,861 万円 4 億 2,774 万円
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雇
用

復
興

協働・交流連携など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

●地域コミュニティ振興事業
　�3,100 万円／町内会などの地

域づくり活動を支援します
●市民協働道路維持補修事業
　�600 万円／地域が行う市道な

どの補修作業を支援します
●中高生海外派遣事業
　�523 万円／中高生を海外に派

遣します
●市民相談事業
　148 万円／無料法律相談など
●三圏域連携事業
　�100 万円／八戸市、二戸市と

の連携した活動を推進します

市
民
と
の
積
極
的
な

協
働
を
進
め
る

ま
ち
づ
く
り

１

平成 24 年度    久慈市の動き

３主な事業

平成 24 年度は、東日本大震災からの復旧・
復興を最優先としながら、教育環境の改善
や雇用対策など、震災前からの重要課題に
も対応するため、各事業を盛り込みました。
復旧・復興関係は被災施設の復旧や生活再
建支援など主要 44 事業。緊急雇用創出事
業は全 50 事業を進め、雇用拡大を図ります。
このページでは、久慈市総合計画に基づい
た施策と、復旧・復興関係、緊急雇用関係
に分けて主な事業をお知らせします。

※各事業の金額は１万円未満を四捨五入しています

復興優先
重要課題
にも対応

子育て・教育など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎就学指導委員会経費
　�303 万円／就学支援コーディ

ネーターを配置します
●久慈小学校改築事業
　16 億 5,825 万円／工事等実施
●乳幼児等医療費給付事業
　�1 億 3,181 万円／乳幼児など

に医療費の一部を給付します
●文化会館自主事業
　�3,162 万円／優れた芸術・文

化の鑑賞機会を提供します
●放課後児童健全育成事業
　�3,084 万円／学童保育所の運

営を補助します

創
造
性
豊
か
な

人
材
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り

３

福祉・介護など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎福祉バス購入
　1,027 万円／福祉バスを更新
●地域包括支援事業
　�4,675 万円／高齢者の介護予

防事業などを実施します
●感染症予防事業
　�4,661 万円／インフルエンザな

どの予防接種費用を市が負担
●母子保健事業
　�3,586 万円／妊婦健診費用な

どを市が負担します
●ふれあいサロン事業
　�150 万円／地域で実施するふ

れあいサロンを支援します

地
域
、
み
ん
な
で

支
え
あ
う

ま
ち
づ
く
り

２

環境・防災・交通など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

○家庭用生ごみ処理機購入補助金
　�135 万円／電動生ごみ処理機

の購入を補助します
●火葬場施設整備事業
　�4 億 1,851 万円／火葬場を整

備する久慈広域連合への負担金
●消防ポンプ自動車整備事業
　5,361 万円／車両３台を整備
●路線バス運行事業
　�4,963 万 円 ／ 市 民 バ ス 運 行。

バス停留所の上屋も新設
●快適生活環境確保対策事業
　�249 万円／ごみ減量や清掃運

動などを進めます

自
然
・

地
域
を
守
る

ま
ち
づ
く
り

４

建設・情報通信など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎除雪機械整備事業
　2,530 万円／除雪ダンプ購入
○夢ネット事業
　�1 億 1,384 万円／大川目～戸

呂町までケーブル芯線を増設
●道路新設改良事業
　�4 億 1,800 万円／上長内日吉

町線の歩道設置や、宇部岩瀬
張線などの工事を進めます
●浄化槽設置整備事業
　2,838 万円／浄化槽設置を補助
●地上デジタル放送対策事業
　�629 万円／一般共聴施設のデ

ジタル化などを支援します

安
全
、

快
適
な

ま
ち
づ
く
り

６

農林漁業・観光など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎新規就農総合支援事業
　450 万円／青年の就農に給付金
◎まきストーブ等利用拡大支援事業
　�300 万円／まきストーブなど

の購入や設置を補助します
●いわて未来農業確立総合支援事業
　�6,831 万円／菌床シイタケやホ

ウレンソウの施設整備等を補助
●市民の森整備事業
　�1,000 万円／散策道や案内看

板を整備します
●観光交流センター魅力向上事業
　�238 万円／屋外イベントなど

を開催します

地
域
資
源
を
生
か
し
、

賑に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る

ま
ち
づ
く
り

５

PICKUP　復旧・復興関係事業

●三陸鉄道災害復旧事業費補助金
　4億 6,710 万円／三陸鉄道施設の復旧を補助
●災害復旧経費
　4億 5,609 万円／被災施設の復旧工事を実施
●漁港整備事業
　3億 9,216 万円／小袖、横沼漁港などを整備
●生活再建住宅支援事業補助金
　�1 億 1,579 万円／被災住宅の新築に向けた借入
資金に対する利子補給など
●災害対策事業
　�3,656 万円／避難誘導灯の整備や、地域防災計
画などの作成を進めます
●中小企業災害復旧資金保証料等補助金
　�3,626 万円／災害で事業に支障が生じた中小企
業に対して利子・保証料の補給を行います
●ウニ種苗確保対策緊急支援事業費
　�541 万円／ウニ種苗などの移植を目的とした確
認調査・採取費用を補助します
●住宅用太陽光発電システム導入促進費補助金
　500 万円／住宅用の設置経費を補助します
●医療施設用発電機等購入助成事業
　250 万円／医療施設が購入する発電機を助成

主
要
44
事
業

復
旧
・
復
興
を

全
力
で
推
進

PICKUP　緊急雇用創出事業

●磯根漁場海底調査事業
　�1 億 448 万円／漁場の海底や磯資源の状況を調査
●地域 PRキャラバン設置事業
　�4,598 万円／地域を PR する案内人を配置する
ほか市街地でイベントを開催
●海とさかなの魅力全国発信事業
　4,072 万円／まちなか水族館で、久慈の海を PR
●久慈市観光情報発信事業
　3,803 万円／ FMラジオで観光情報などを発信
●道路機能維持補修事業
　�3,846 万円／道路周辺の除草や枝打ち作業など

全
50
事
業

各
種
事
業
で

雇
用
を
拡
大
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平成 24 年度    久慈市の動き

４人事異動

市は、４月１日付で定期人事異動を発令し
ました。新採用、派遣職員などを含め 177
人が異動。東日本大震災からの復旧・復興
を推し進めるため、総務部内に復興推進課
を新設し、復興推進担当部長を新たに配置
しました。新たな体制で震災からの復興と、
市が直面する課題解決に取り組みます。

※（　）内は旧所属名

組織新設
新体制で
復興推進

▼
総
務
部
付
部
長
・
復
興
推
進
担
当

（
総
合
政
策
部
長
）
大
湊
清
信
※
勤

務
延
長
▼
総
合
政
策
部
長
（
山
形
総

合
支
所
長
）
中
居
正
剛
▼
総
合
政
策

部
付
部
長
・
産
業
開
発
担
当
（
総
合

政
策
部
産
業
開
発
課
長
）
晴
山
真
澄

▼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局
長
・
派
遣
）

砂
子
勇
▼
建
設
部
長
兼
水
道
事
業
所

長
（
水
道
事
業
所
次
長
）
小
上
一
治

▼
山
形
総
合
支
所
長
（
市
民
生
活
部

税
務
課
長
）
澤
口
道
夫
▼
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
（
久
慈
広
域
連
合
事

務
局
総
務
企
画
課
長
・
派
遣
）
小
倉

隆
喜

【
総
務
部
】
▼
財
政
課
長
（
市
民
課

長
）浅
水
泰
彦
▼
復
興
推
進
課
長（
都

市
計
画
課
長
）
中
森
誠

【
総
合
政
策
部
】
▼
産
業
開
発
課
長

（
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部
経
営
支

援
課
主
任
主
査
）
土
井
尻
英
明

【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
長
（
交

流
促
進
課
長
）
蒲
野
喜
美
男
▼
国
民

健
康
保
険
山
形
診
療
所
事
務
長
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
総
括
主
査
）
上
有
谷

満
▼
税
務
課
長
（
議
会
事
務
局
次

長
）
中
務
秀
雄
▼
侍
浜
支
所
長
兼
侍

浜
地
区
農
村
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
ふ
れ

あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
併
侍
浜
公

民
館
長
（
国
民
健
康
保
険
山
形
診
療

所
事
務
長
）
賀
美
吉
之

【
健
康
福
祉
部
】
▼
子
育
て
支
援
課

長
兼
夏
井
保
育
園
長
（
久
慈
広
域
連

合
事
務
局
介
護
保
険
課
長
・
派
遣
）

大
橋
卓
▼
小
久
慈
保
育
園
長
（
子
育

て
支
援
課
長
兼
夏
井
保
育
園
長
）
髙

栁
利
久
▼
久
喜
保
育
園
長
（
子
育
て

支
援
課
総
括
主
査
）
浅
水
正
幸
▼
保

健
推
進
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

（
侍
浜
支
所
長
兼
侍
浜
地
区
農
村
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
併
侍
浜
公
民
館
長
）
大
向

雄
二

【
産
業
振
興
部
】
▼
交
流
促
進
課
長

（
税
務
課
総
括
主
査
）
向
川
智
之

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
長
（
下
水
道

課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
）
滝
沢

重
幸
▼
都
市
計
画
課
長
（
林
業
水
産

課
総
括
主
査
）
田
畑
敏
文
▼
下
水
道

課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長
（
土
木

課
総
括
主
査
）
藤
原
和
幸
▼
水
道
事

業
所
次
長
（
都
市
計
画
課
総
括
主

査
）
外
舘
要
一

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
社
会
文

化
課
長
（
久
喜
保
育
園
長
）
小
田
一

▼
図
書
館
長
兼
中
央
公
民
館
長
（
社

会
文
化
課
長
）
久
保
司

【
議
会
事
務
局
】
▼
議
会
事
務
局
次

長
（
保
健
推
進
課
長
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
）
大
森
正
則

【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
外
舘
範
文

▼
復
興
推
進
課
…
工
藤
仁

【
総
合
政
策
部
】
▼
政
策
推
進
課
…

亀
田
義
治
▼
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
…

水
上
恵
一
▼
産
業
開
発
課
…
木
地
谷

淳【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
…
板
垣

泰
子
▼
生
活
環
境
課
兼
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
…
大
芦
賢
一
▼
生
活
環
境
課

…
藤
田
新
治
▼
税
務
課
…
谷
崎
勉
▼

同
…
安
部
信
二
▼
収
納
対
策
課
…
橋

本
藤
雄

【
健
康
福
祉
部
】
▼
子
育
て
支
援
課

…
横
道
知
亮
▼
子
育
て
支
援
課
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
兼
夏
井
保
育
園

…
小
田
由
美
子
▼
小
久
慈
保
育
園
…

下
新
井
田
章
子
▼
久
喜
保
育
園
…
川

代
和
子
▼
介
護
支
援
課
…
吉
田
義
行

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
遠
川

君
子

【
農
林
水
産
部
】
▼
農
政
課
…
嵯
峨

敏
弘
▼
同
…
三
上
浩
▼
林
業
水
産
課

…
鈴
木
博
之

【
産
業
振
興
部
】
▼
商
工
観
光
課
…

新
井
谷
保
彦
▼
中
心
市
街
地
活
性
化

推
進
室
…
大
下
勝
盛

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
外
谷
隆
司

▼
同
…
古
屋
敷
博
行
▼
同
…
鶴
飼
勝

浩
▼
都
市
計
画
課
…
上
中
村
和
裕
▼

同
…
中
塚
義
信
▼
下
水
道
課
…
下
斗

米
洋
之

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ
と
振

興
課
…
長
内
実
▼
同
…
皆
川
賢
司
▼

産
業
建
設
課
兼
家
畜
診
療
所
…
谷
地

彰
▼
産
業
建
設
課
…
梶
谷
光
弘

【
会
計
課
】
▼
同
…
久
慈
志
織

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…
向
川
千
穂

子【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
総
務
学

事
課
…
中
村
紀
保
▼
同
…
大
沢
和
明

▼
学
校
指
導
課
兼
教
育
研
究
所
…
女

澤
康
子
▼
社
会
文
化
課
…
外
里
健
治

▼
同
文
化
財
室
…
中
野
敦
夫
▼
侍
浜

公
民
館
併
侍
浜
支
所
併
侍
浜
地
区
農

村
セ
ン
タ
ー
併
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
…
野
中
昭
伸
▼
山
根
公
民
館
併

生
活
環
境
課
併
山
根
支
所
併
山
根
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
…
田
面
巧
▼
夏
井

公
民
館
併
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

…
村
上
恵
利
子
▼
中
央
公
民
館
兼
図

書
館
…
田
端
正
治
▼
社
会
体
育
課
…

細
工
藤
弘
巳
▼
教
育
振
興
室
兼
山
形

公
民
館
兼
山
形
図
書
館
…
下
畑
啓

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】
▼
同

…
外
舘
清
和

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
同
…
櫛

桁
順
一

【
議
会
事
務
局
】
▼
同
…
五
日
市
清

樹【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
浅
水
智
幸
▼

同
県
北
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
企

画
推
進
課
併
任
…
中
村
武
志
▼
財
政

課
…
八
重
櫻
明
人
▼
消
防
防
災
課
兼

防
災
セ
ン
タ
ー
…
神
先
夏
樹
▼
復
興

推
進
課
…
熊
谷
望
▼
同
…
関
本
勇
生

【
総
合
政
策
部
】
▼
政
策
推
進
課
…

星
川
勝
久
▼
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
…

広
崎
寿
▼
同
…
谷
川
佳
澄
▼
同
…
小

坂
直
美
▼
産
業
開
発
課
…
上
森
義
則

▼
同
・
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ

ン
タ
ー
派
遣
…
小
野
育
成

【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
…
佐
々

木
和
彦
▼
生
活
環
境
課
…
大
内
田
泰

之
▼
同
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
…
田

畑
正
紘
▼
国
民
健
康
保
険
山
形
診
療

所
…
谷
地
純
子
▼
税
務
課
…
澤
里
神

奈
▼
収
納
対
策
課
…
大
沢
有
紀
▼
同

…
兼
田
康
広
▼
同
…
浅
水
優
太
▼
同

…
横
道
ま
ど
か
▼
同
・
岩
手
県
総
務

部
税
務
課
派
遣
…
安
堵
城
隼
一
▼
侍

浜
支
所
併
侍
浜
公
民
館
…
久
松
尚
也

【
健
康
福
祉
部
】
▼
社
会
福
祉
課
…

米
内
千
織
▼
同
…
賀
美
裕
子
▼
山
形

福
祉
室
兼
市
民
課
兼
保
健
推
進
課
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
古
屋
敷

和
子
▼
小
久
慈
保
育
園
…
猪
石
直
子

▼
同
…
櫛
桁
美
幸
▼
夏
井
保
育
園
…

佐
々
木
敦
子
▼
荷
軽
部
保
育
園
…
小

田
島
智
子
▼
来
内
保
育
園
…
工
藤
文

子
▼
保
健
推
進
課
…
泉
川
努
志
▼
同

…
成
谷
と
し
子
▼
同
兼
市
民
課
兼
山

根
支
所
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

…
上
有
谷
誠
子
▼
保
健
推
進
課
兼
市

民
課
…
小
野
寺
愛
▼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
…
三
浦
久
美
▼
同
…
小
倉

淳
子

【
農
林
水
産
部
】
▼
農
政
課
…
一
沢

さ
お
り
▼
林
業
水
産
課
…
岡
野
修
一

▼
同
…
村
田
弘
治

【
産
業
振
興
部
】
▼
商
工
観
光
課
…

中
野
創
一
郎
▼
中
心
市
街
地
活
性
化

推
進
室
…
久
保
田
匡
洋

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
工
藤
健
二

▼
同
…
大
沢
絢
一
▼
同
…
久
保
田
秀

平
▼
都
市
計
画
課
…
小
向
惠
▼
同
…

工
藤
琴
愛
▼
下
水
道
課
…
石
原
登
納

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
産
業
建
設
課

…
永
井
さ
つ
き
▼
同
…
栁
久
保
一
幸

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…
中
塚
健
哉

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
総
務
学

事
課
…
大
下
さ
お
り
▼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
…
五
十
嵐
育
美
▼
社
会
文
化

課
…
木
村
岳
人
▼
同
文
化
財
室
…
髙

畑
智
淑
▼
中
央
公
民
館
…
白
山
直
樹

▼
三
船
十
段
記
念
館
…
森
將
彦
▼
教

育
振
興
室
兼
山
形
公
民
館
兼
山
形
図

書
館
…
間
峠
真
澄

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
同
併
監

査
委
員
事
務
局
…
奥
美
香
子

【
総
務
部
】
▼
財
政
課
…
南
野
翔
吾

▼
消
防
防
災
課
…
中
野
由
基

【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
…
川
﨑

夢
月
▼
生
活
環
境
課
兼
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
…
佐
々
木
琴
世
▼
税
務
課
…

夕
向
智
明
▼
同
…
道
地
卓
実

【
健
康
福
祉
部
】
▼
社
会
福
祉
課
…

藤
森
裕
▼
同
…
米
内
誠
裕
▼
保
健
推

進
課
兼
市
民
課
…
川
端
麻
美
▼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
髙
安
愛
美

【
農
林
水
産
部
】
▼
林
業
水
産
課
…

柳
杭
田
直
子

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
川
口
翼
▼

同
…
古
舘
正
大
▼
建
築
住
宅
課
…
岩

城
康
二
▼
同
…
生
田
勇
一

【
会
計
課
】
▼
同
…
三
本
木
裕
理
香

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…

立
命

【
久
慈
広
域
連
合
派
遣
】
▼
部
長
級

（
財
政
課
長
）
澤
里
充
男
▼
同
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
久
慈
正
俊

▼
課
長
級
（
図
書
館
長
兼
中
央
公
民

館
長
）
小
向
秀
美
▼
同
（
小
久
慈
保

育
園
長
）
長
内
寿
一
▼
総
括
主
査
級

（
総
務
学
事
課
）
三
上
由
香

【
派
遣
退
職
】
▼
岩
手
県
商
工
労
働

観
光
部
企
業
立
地
推
進
課
（
産
業
開

発
課
）
大
内
田
博
樹

【
併
任
解
除
】
▼
県
北
広
域
振
興
局

（
社
会
福
祉
課
）
家
子
圭
一
▼
久
慈
広

域
連
合
（
収
納
対
策
課
）
上
平
信
雄

▼
菊
池
修
一
（
総
合
政
策
部
付
部

長
・
産
業
開
発
担
当
）
▼
野
田
口

茂
（
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
）
▼
晴
山
聰
（
建
設
部
長
兼
水

道
事
業
所
長
）
▼
松
野
下
冨
則
（
久

慈
広
域
連
合
消
防
本
部
消
防
長
・
派

遣
）
▼
鍛
治
畑
百
々
典
（
土
木
課
長
）

▼
藤
森
厚
子
（
市
民
課
）
▼
大
木
戸

正
宏
（
生
活
環
境
課
）
▼
日
澤
勇
（
侍

浜
公
民
館
併
侍
浜
支
所
併
侍
浜
地
区

農
村
セ
ン
タ
ー
併
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
）
▼
中
野
茂
樹
（
農
業
委
員

会
事
務
局
）
▼
奥
寺
大
介
（
総
務
課
）

▼
賀
美
民
男
（
財
政
課
併
山
根
小
学

校
併
議
会
事
務
局
）▼
水
堀
陽
子（
小

久
慈
保
育
園
）
▼
長
内
ス
ミ
子
（
荷

軽
部
保
育
園
）
▼
奥
寺
郁
子
（
保
健

推
進
課
兼
市
民
課
兼
山
根
支
所
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
▼
照
井
春

樹
（
保
健
推
進
課
兼
市
民
課
）
▼
小

向
邦
男
（
産
業
建
設
課
）
▼
分
道
千

春
（
宇
部
小
学
校
用
務
員
）
▼
大
畑

美
和
（
久
喜
小
学
校
用
務
員
）
▼
吉

田
英
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
併
監

査
委
員
事
務
局
）

部　

長　

級

7人

課　

長　

級

19人

総
括
主
査
級

48人

主
事
・
技
師
級

59人

新　

採　

用

17人

派
遣
・
併
任
解
除

8人

退　
　
　

職

19人

総　

務　

部 復興推進
担当部長 復興推進課

【新設】
【新設】

総務部長
総務課

財政課

消防防災課

図　新設した組織



■
県
内
■

【
矢
巾
町
】
▼
韮
山
定
志

■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
（
有
）
小
田

ス
チ
ー
ル
工
業
▼
久
慈
市
役
所
職

員
一
同
▼
久
慈
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
ク
ラ
ブ
赤
十
字
奉
仕
団

【
個
人
】
▼
片
岡
美
智
子
▼
田
代

好
▼
富
沢
秀
明
▼
渡
邊
光
男

■
口
座
振
替
■

【
団
体
】
▼
（
ユ
）
イ
シ
ザ
カ

【
個
人
】
▼
タ
テ
ハ
タ
・
ユ
リ
▼

ノ
グ
チ
・
キ
ョ
ウ
イ
チ

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
１
件

■
県
外
■

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
１
件

　

市
で
は
「
東
日
本
大
震
災
久
慈

市
地
震
災
害
義
援
金
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
義
援
金
は
、
市

内
の
被
災
し
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
に
活
用
す
る
も
の
で
す
。

被災者への救援支援物資、義援金、市への寄付金

２月 11 日～３月 10 日受付分

　東日本大震災で大きな被害を受けた
本市に、救援支援物資や義援金、市への
寄付金が全国各地から寄せられました。
　２月 11 日～３月 10 日までに受け付
けた分は次のとおりです。（敬称略）熱
い支援ありがとうございます。熱い支援に感謝

※
可
能
な
限
り
、
支
援
者
か
ら
の
申
し
出
な
ど
に
基
づ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
名
称
な
ど
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

■
県
外
■

【
東
京
都
】
▼
花
王
（
株
）
▼
東

京
農
業
大
学

■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
東
日
本
大
震
災
岩

手
県
被
災
地
域
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
マ
ス
ク
を
寄
贈
す
る
会

■
市
内
■

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
１
件

■
県
外
■

【
埼
玉
県
】
▼
さ
い
た
ま
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｓ
21
▼
サ
ン
エ
イ
（
株
）

【
千
葉
県
】
▼
関
口
英
行

【
東
京
都
】
▼
五
味
秀
春
▼
横
山

茂【
神
奈
川
県
】
▼
神
林
洋
行

　

ど
う
か
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

※
１
年
間
延
長
し
ま
し
た

▼
受
付
方
法

●�

口
座
振
込
…
金
融
機
関
名

や
口
座
番
号
、
口
座
名
義
は
、

上
段
の
枠
「
義
援
金
」
の
と

お
り
で
す

●�

現
金
（
窓
口
）
…
い
ず
れ
か

の
窓
口
ま
で
持
参
願
い
ま
す

　

①�

社
会
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
）

　

②
山
形
総
合
支
所

　

③�

各
支
所
（
宇
部
、
侍
浜
、

山
根
）

●�

現
金
書
留
…
次
の
宛
先
ま
で

お
送
り
願
い
ま
す

　

〒
０
２
８
―
８
０
３
０

　

久
慈
市
川
崎
町
１
番
１
号

　

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
課

問
社
会
福
祉
課

�

☎
52
―
２
１
１
９

　２月、札幌市在住の本市出身者・小林
恵美さんを通じて約 100 組のおひなさ
まが市役所に届き、久慈湊保育園と久喜
保育園に配られました。被災地を思い、
子どもたちが明るく元気になるようにと
の願いが込められたおひなさまは、小林

さんの友人・有沢恵子さんの手作り。久
慈湊保育園では３月２日にひなまつりを
開き、世帯に１組ずつ配りました。
　中田恵子園長は「みんなの元気を願う
おひなさまが北海道から届きました。大
事にしてくださいね」と園児に呼び掛け。
園児は大喜びで、かわいいお
ひなさまを持ち帰りました。

元気願い手作りおひなさま

救
援
支
援
物
資

TOPICS 支援関係

TOPICS
東日本大震災・復興支援関係

　震災復興応援プロジェクト
「旭化成柔道教室（旭化成建

材㈱など主催）」は２月 25 日、
三船十段記念館で開かれまし
た。講師は同社社員で、元柔
道世界王者の中村佳

よ し

央
お

６段。
久慈管内のほか宮古市、大船
渡市から小・中学生約 160 人
が参加しました。
　中村６段は小・中学生とふ
れあいながら、技を掛けると
きの基本や反復して練習する
ことの大切さを丁寧に指導。
小・中学生は一つでも多く吸
収しようと、真剣な表情で教
室に臨んでいました。
　中村６段は「周囲の人たち
に感謝し、しっかりと練習を
頑張ってください。次来たと
きに成長した姿を見せてほし
いと思います」と講評。三船
十段記念館の遠山恵

め

生
い

さんと
小松沙

さ

菜
な

さん（ともに小久慈
小５年）は「詳しく教えても
らえて勉強になりました。明
日からもっと頑張りたいで
す」と目を輝かせて、努力す
ることを誓っていました。

小・中学生にアドバイ
スを送る中村６段（左）

被
災
者
支
援
に
活
用
し
ま
す

義
援
金
に
ご
協
力
を

募
集

おひなさまを手にする久慈湊保育園の園児

　

東
日
本
大
震
災
で
線
路
流
出
な

ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
種
市

～
久
慈
間
が
不
通
と
な
っ
て
い
た

Ｊ
Ｒ
八
戸
線
が
３
月
17
日
、
全
区

間
の
運
転
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
新
型
列
車
「
リ
ゾ
ー

ト
う
み
ね
こ
」
が
久
慈
市
初
お
目

見
え
。
う
み
ね
こ
の
到
着
に
合
わ

せ
、
市
内
各
駅
や
線
路
沿
い
に
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
大
勢
の

人
が
集
ま
り
、
小
旗
を
ふ
る
な
ど

し
て
運
転
再
開
を
祝
福
し
ま
し
た
。

TOPICS　復旧・復興関係　

祝福と歓迎にわく久慈
駅に到着するうみねこ

TOPICS　復旧・復興関係　

早期完成の願いを込めながら、一人一人くい打ち

　

復
興
道
路
と
し
て
国
が
八
戸

市
―
仙
台
市
間
を
整
備
す
る
高

規
格
道
路
「
三
陸
沿
岸
道
路
」。

２
月
19
日
、
野
田
村
玉
川
―
久

慈
市
新
井
田
間
の
測
量
の
目
印

と
な
る
中
心
く
い
が
長
内
町
地

内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
置
式
に
は
国
と
県
、
本
市
、

野
田
村
か
ら
関
係
者
約
20
人
が

出
席
。
三
陸
国
道
事
務
所
の
工

藤
栄
吉
所
長
は
「
こ
れ
か
ら
が

本
番
。
一
日
も
早
い
復
興
の
た

め
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
者
13
人
が
く

い
打
ち
。
早
期
完
成
を
願
い
木

槌
を
ふ
り
下
ろ
し
ま
し
た
。
中

心
く
い
設
置
に
よ
り
測
量
が
ス

タ
ー
ト
。
国
は
お
お
む
ね
10
年

で
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

久
慈
駅
に
は

約
１
０
０
人
が

集
合
。
久
慈
備

前
太
鼓
も
祝
福

と
歓
迎
の
気
持

ち
を
込
め
、
威

勢
よ
く
太
鼓
を

響
か
せ
ま
し
た
。

上�／横断幕や小旗などで再開祝福
下�／待望の運転再開に感謝を込め

て、花束を贈った大久保智美さ
ん（左）と大久保敬章運転士

　

洋
野
町
か
ら
通
学
す
る
大
久

保
智と

も

美み

さ
ん（
久
慈
東
高
１
年
）

は
「
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る

大
切
な
八
戸
線
を
再
開
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
大
久
保
敬た

か

章あ
き

運
転
士
に
花
束

を
贈
呈
。大
久
保
運
転
士
は「
想

像
以
上
の
祝
福
に
感
激
。
安
全

な
運
転
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
に

備
え
る
意
識
を
高
く
し
、
乗
客

の
命
を
守
れ
る
八
戸
線
に
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

生活を支える
八戸線

大勢で再開祝福

測量スタート
復興のために

全力で

ＪＲ八戸線

三陸沿岸道路

復興応援柔道教室

上／世界を制した鋭い技も披露
下／一つでも多く吸収しようと集中

世界王者の指導
受け、努力誓う

一つ一つ丁寧に作られたおひなさま→

【振込】
■岩手銀行久慈中央支店
■普通預金２０５７１８８
■久慈市地震災害義援金

※入金前に下記まで
連絡をお願いします

社会福祉課☎ 52 － 2119

【現金】
市役所で受け付け中

義
援
金

寄
付
金

　

久
慈
市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
は
３
月
10
日
現
在
、
９
９
８

件
、
８
１
６
１
万
１
７
０
７
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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消防本部に高機能消防指令センターが完成

最新システム　消防防災力の向上確信FIRESTATION

津波で流出した市消防団第９分団２部（久喜）屯所が移転新築

拠点復活　地域のため一層の活動誓うFIREBRIGADE

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
出

し
た
、
市
消
防
団
第
９
分
団
２
部

（
久
喜
）
の
屯
所
が
移
転
新
築
さ

れ
、
２
月
24
日
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
、
地
元
消
防
団
や
婦

人
消
防
協
力
隊
な
ど
約
60
人
が
集

ま
り
、
屯
所
前
で
開
所
式
を
開
催
。

山
内
隆
文
市
長
な
ど
５
人
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
地
域
の
安
全

・
安
心
を
守
る
活
動
拠
点
の
復
活

を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
所
式
後
は
市
内
催
事
場
に
移

動
し
、
落
成
記
念
祝
賀
会
も
開
催
。

山
内
市
長
な
ど
３
人
が
祝
辞
を
述

べ
、
団
員
の
懸
命
な
活
動
を
ね
ぎ

ら
い
な
が
ら
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
ま
し
た
。

　

迅
速
な
水
門
閉
鎖
と
避
難
指
示

で
、
12
㍍
の
防
潮
堤
を
も
越
え
る

津
波
か
ら
、
地
域
全
員
の
命
を
守

っ
た
第
９
分
団
２
部
。
川
戸
道
達

三
分
団
長
は
「
す
ぐ
に
再
建
に
乗

り
出
し
て
く
れ
た
市
に
感
謝
。
屯

所
が
戻
り
、
地
域
の
人
も
安
心
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
拠

点
を
活
用
し
、
団
員
一
同
、
市
民

と
地
域
の
た
め
に
一
層
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

広域住民の安全・安心を祈りテープカット

　

３
６
５
日
24
時
間
、
久
慈
広
域

４
市
町
村
か
ら
の
緊
急
通
報
を
受

け
付
け
、
出
動
指
令
を
出
す
久
慈

広
域
連
合
消
防
本
部
の
通
信
指
令

室
。
こ
の
消
防
救
急
活
動
の
中
枢

が
３
月
21
日
、
最
新
鋭
の
機
能
を

備
え
た
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

同
日
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で
竣
工

式
を
開
催
。
広
域
４
市
町
村
長
な

ど
、
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
連
合
の
連
合
長
で
あ
る
山
内
隆

文
市
長
は
「
久
慈
広
域
６
万
５
千

人
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
最
新

の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
一
層
の
消
防

体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
」

と
式
辞
。
式
終
了
後
は
、
４
市
町

村
長
な
ど
７
人
が
期
待
を
込
め
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
通
報
を
受
信
す
る
と

瞬
時
に
発
信
場
所
や
現
場
へ
の
最

短
ル
ー
ト
が
分
か
る
な
ど
、
シ
ス

テ
ム
の
優
れ
た
特
徴
を
職
員
が
説

明
。
火
災
発
生
を
想
定
し
た
緊
急

出
動
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
迅

速
か
つ
的
確
な
出
動
に
、
出
席
者

は
シ
ス
テ
ム
の
効
果
と
消
防
防
災

力
の
向
上
を
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
万
４
９
８
０
円
で
す
。

　

納
付
方
法
に
よ
っ
て
、
保
険
料

は
割
り
引
き
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
現
金
で
１
年
分
前
納
す
る

と
年
額
３
１
９
０
円
、
半
年
分
前

納
で
年
額
１
４
６
０
円
（
７
３
０

円
×
２
回
）
が
割
り
引
き
に
な
り

ま
す
。
口
座
振
替
の
早
割
を
申
し

出
る
と
、
毎
月
納
付
で
も
月
額
50

円
が
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
お
得
な
前

納
や
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

納
付
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
に
は
、
在
学
中
の
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生

　

全
国
各
地
の
小
・
中
学
校
88
校

が
参
加
し
た
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
キ

ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
・
Ｋ
Ｗ
Ｎ
（
キ
ッ

ド
・
ウ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
）

日
本
の
２
０
１
１
年
度
ビ
デ
オ
コ

ン
テ
ス
ト
。
２
月
17
日
、
そ
の
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
久
喜
小
学

校
（
澤
田
晶
子
校
長
・
児
童
58
人
）

が
制
作
し
た
映
画
「
生
き
る
～
久

喜
の
海
と
と
も
に
～
」
が
審
査
員

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
生
き
る
」
は
、
同
校
の
復
興

教
育
の
ま
と
め
と
し
て
、
６
年
生

が
制
作
し
た
約
４
分
30
秒
の
映
画
。

６
年
生
は
撮
影
や
編
集
作
業
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
地
域
の
人

た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
、
大

好
き
な
久
喜
の
海
に
対
す
る
熱
い

思
い
を
映
画
に
込
め
ま
し
た
。

　

坂
本
竜り

ゅ
う

輝き

く
ん（
６
年
）は「
み

ん
な
で
頑
張
っ
て
作
っ
た
の
で
受

賞
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
ぼ
く

の
夢
は
漁
師
。
将
来
も
魚
が
た
く

さ
ん
捕
れ
る
久
喜
の
海
で
い
て
ほ

し
い
で
す
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
久
喜
で
生
き
る
―
。

久
喜
っ
子
の
強
く
真
っ
す
ぐ
な
思

い
は
、
地
域
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
、
審
査
員
な
ど
全
国
の
人
の
胸

に
も
響
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
の
適
用
を
受
け
る
に
は
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。
平
成
23
年

度
分
の
申
請
は
４
月
27
日
（
金
）

ま
で
で
す
。
平
成
24
年
度
分
の
申

請
は
４
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
分
の
申
請
が
済
ん

で
い
な
い
人
や
、
平
成
24
年
度
分

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
市
民
課

（
市
役
所
１
階
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

申
請
に
必
要
な
も
の
…
①
学
生

証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明

書
②
印
鑑

　

ま
た
日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ

キ
（
学
生
納
付
特
例
申
請
書
）
が

届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
る
こ
と
で
、
学
生
納

付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

思いを込め、山内隆文市長など 5 人がテープカット

移転新築し
た活動拠点

　色合いと屋根の形状は、
隣接する久喜保育園に配
慮し、全体的にやわらかい
印象。出動時など団員がス
ムーズに行動できるよう、
車庫などは広めのスペー
スが確保されている。

■住所　宇部町 20-146-1
■構造　木造２階建て
■�工期　平成 23 年 11 月 10

日～平成 24 年２月 24 日
■事業費　1,279 万円

屯所の概要

問市民課☎ 52 － 2118

国民年金保険料と学生特例

前
納
・
振
替
が
お
得

ＫＷＮ日本ビデオコンテストで審査員特別賞

久喜への思い映画に込めてMOVIE

賞状を手に笑顔を広げる久喜小６年生ら

学
生
特
例
は
毎
年
申
請

ハ
ガ
キ
返
送
も
Ｏ
Ｋ

スキーで大活躍！
くん

（久慈小５年）

少年スポーツ奨励賞

久慈ミニバスを表彰
　久慈ミニバスケットボー
ルスポーツ少年団が、第 35
回岩手県ミニバスケット
ボール交歓大会（１月７－
９日）男子の部で第３位に
入賞。市教育委員会は３月
21 日、同団体に少年スポー
ツ奨励賞を贈りました。

祝賀会で謝辞を述べ
る川戸道達三分団長

訓練でシステムを
操作する消防職員

　発信場所や現場への最短
ルートが自動表示され、地
図は消防署・分署などの出
動車両に転送できる。また
FAX とメールでの緊急通報
受信も可能になったほか、
消防団への出動指令も迅速
化。出動時間の短縮と初動
対応の強化が期待される。

■�工期　平成 23 年５月 31
日～平成 24 年３月 21 日
■事業費　3 億 6,645 万円

指令センターの概要
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　２月 19 日に北上市で開
かれた第 33 回岩手県ジュ
ニアアルペンスキー大会・
キッズ２男子の部で、平庭
高原ジュニアの吉田匠

しょう

吾
ご

く
ん（久慈小５年）が見事優勝。
大活躍はさらに続き、３月
３日のナスターレースチャ
ンピオンシップ東北決勝大
会をも制しました。
　スキー経験は１歳からと
いう吉田くん。練習で高め
た技術と、果敢なすべりが
勝利につながりました。
　３月 21 日～ 23 日には全
国小学生アルペンスキー大
会にも初出場し、６位入賞。
大活躍の吉田くんは「滑っ
ているときが一番気持ちい
い！ 今回すごい自信がつき
ました。来年も全国で活躍
できるように頑張ります！」
と目を輝かせていました。

  吉田匠
しょう

吾
ご

　　　
東北制し全国６位



T
O

W
N

T
O

P
I

C
S

　３月７日、久慈地区幼少年婦人
防火委員会（会長・松野下冨則久
慈広域連合消防長）は長内保育園
幼年消防クラブに認定証を交付。
畑中美登里園長は「大事なまちの
ため、防火の約束事を守りましょ
う！」と園児に呼び掛けました。
　同日２団体の認定で市内の幼年
消防クラブは13団体になりました。

「火遊びはしません！」と声をそろえる園児

まちのため防火を約束
長内保幼年消防に認定証

　岩手県が５月から運航を開始す
るドクターヘリ。３月16日、防災
センターでドクターヘリ講演会が
開かれ、八戸市立市民病院の今明
秀副院長が、すでに運航を開始し
ている青森県での活用事例や救命
効果の大きさを熱弁しました。約
120人の聴講者は興味深々。救急
医療の充実に期待していました。

救命効果の大きさ熱弁
ドクターヘリ講演会

　２月19日、盛岡市で開かれた第34回岩手県スポー
ツ少年団柔道大会の団体試合で、三船十段記念館柔
道スポーツ少年団が２年ぶり18回目の優勝。５月５日
に東京都で開かれる全国大会への出場を決めました。
　試合は１チーム５人の総当たり戦。同スポ少は準
決勝までの４試合を全て５－０で圧勝。昨年度敗れ
た大迫柔道スポーツ少年団との決勝は接戦となりま
したが、２－２の内容で勝利し、雪辱を果たしました。
　大宮秀

しゅう

太
た

くん（小久慈小４年）は「初めての全国
大会。思い切り攻めていきたいです！」と意欲。主
将の佐藤大知くん（長内小５年）は「勝利のため、チー
ムの力になりたいです！」と意気込んでいました。

雪辱果たし  全国大会へ 
三船記念館スポ少が県制覇

（左から）伊藤義
よ し

隆
た か

くん、松本温
は る

人
と

くん、大宮秀
し ゅ う

太
た

くん、佐藤
大
だ い

知
ち

くん、落合小
こ

春
は る

さん、遠山恵
め

生
い

さん、吉田有
ゆ う

杜
と

くん

　３月13日、久慈東高校生徒会15
人が久慈駅周辺の雪かきや清掃を
実施。ＪＲ八戸線の運転再開を前
にし、環境整備に取り組みました。
駅の利用マナー向上などを呼び掛
けるポスターも美術部と合同制作。
生徒会長の米澤真弓さん（２年）
は「少しでも貢献できればうれし
いです」と笑顔を広げていました。

運転再開前に環境整備
東高が駅周辺の雪かき

　夏井町振興協議会(播磨孝則会
長)が設立30周年を迎え、２月26
日に夏井農村環境改善センターで
記念式典を開催しました。播磨会
長は「今後も町民の融和と発展に
努めます」と決意。山内隆文市長
なども祝福と激励の言葉を送りま
した。式典終了後は祝賀会も開催。
地域総出で節目を祝いました。

約120人が出席し、盛大に開かれた記念式典

地域総出で節目を祝う
夏井町振興協 30 周年

　歌手やタレントが被災地に元気
を送るＮＨＫ・ＢＳプレミアムの
番組「きらり！えん旅」の収録が
３月７日から９日まで市内で行わ
れました。最終日は布施明さんが
勤労青少年ホームでミニコンサー
トを開催。復興への願いを込め、
自身のヒット曲などを熱唱し、約
150人に元気と感動を与えました。

熱唱しエールを送る布施明さん

復興の願い込めて熱唱
布施明ミニコンサート

801 人  学び舎
や

巣立つ
各小・中学校で卒業式

１�／歌声を響かせる卒業生
２�／式辞で、卒業生への

期待を込める後校長
３�／感慨深げな表情で子

どもを見つめる保護者
４�／卒業記念品は、絆の

文字が入ったはんてん

　久慈地区幼少年婦人防火委員会
（会長・松野下冨則久慈広域連合消

防長）は３月７日、畑田保育園幼
年消防クラブに認定証を交付しま
した。佐々木マサ子園長は「子ど
もたちの意識高揚と地域の安全の
ため精進します」と決意。園児は

「絶対に火遊びしません！」と声を
そろえ、防火を誓っていました。

大きな声で防火を誓う園児

絶対に火遊びしません !
畑田保幼年消防に認定証

雪かき作業に汗を流す東高の生徒

　３月、各小・中学校で卒業式が開かれ、小
学６年生398人、中学３年生４０３人、計８０１
人が慣れ親しんだ学び舎

や

を巣立ちました。
　長内中学校（後

うしろ

忠美校長・生徒293人）で
は３月14日に卒業証書授与式を実施。卒業生
92人に卒業証書を手渡した後、後校長は「東
日本大震災から１年。皆さんには久慈市はも
ちろん、日本の未来を創造するという大きな
期待がかかっています。５年後、10年後を見据
えて頑張ってください」と期待を込めました。
　祝辞や祝い品の贈呈などに続き、在校生代
表の下平龍

りゅう

生
せ い

くん（２年）は「これからも私
たちの先輩として輝き続けてください」と送
辞。後輩から合唱でエールも受け、卒業生代
表の石崎優

ま さ

貴
き

くん（３年）は「92人の仲間と
の絆を胸に秘め、未来の希望に向かって歩ん
でいきます」と決意を述べました。
　最後は出席者全員で校歌。卒業生は、ひと
きわ大きな歌声を響かせ、力強い足取りで学
び舎を後にしました。１３

２

　東日本大震災から１年になろうとする３月９日、八戸
海上保安部と久慈警察署の職員計20人が合同で、侍浜
町白前と夏井町半崎で行方不明者の一斉捜索を実施。職
員は「どんな小さな物でも手がかりを見つけたい」と寒
風の中、懸命に捜索していました。(梅沢政隆リポーター)

岩場付近と海上から捜索する海上保安官ら

海
保
と
警
察

が
一
斉
捜
索

広報リポーターの突撃取材！

　３月12日、大川目町仲小路地区のたぐきり会メンバー
が、大川目の世帯数と同じ900個の松ぼっくりで、塔を
完成させました。大震災当日、真っ暗な公民館に身を寄
せた仲間で１カ月かけて制作。塔は「絆タワー」と命名し、
手打ちそばで完成を祝いました。(小倉利之リポーター)

絆タワーを笑顔で囲む、たぐきり会メンバー

避
難
し
た
仲
間

で
絆
タ
ワ
ー

４

ドクターヘリの特徴や効果を熱弁する今副院長

きらり ! えん旅　４／ 12( 木 ) 放送
ＮＨＫ・ＢＳプレミアムで 19 時 30 分～

卒業証書を受け取り、喜び
をかみしめる廻立有希さん

１７� 広報くじ№1４6



、

一番のライバルは大親友
県大会１位を目指して突き進む―

　
「
こ
の
結
果
で
は
満
足
で
き
ま

せ
ん
。
も
っ
と
良
い
結
果
を
出
せ

た
は
ず
な
の
で
悔
し
い
で
す
！
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
ス
キ
ー
チ
ー

ム
平
庭
高
原
ジ
ュ
ニ
ア
に
所
属
す

る
下
斗
米
明あ

か

莉り

さ
ん
（
山
形
中
２

年
）
と
和
野
ひ
な
た
さ
ん
（
長
内

中
２
年
）。
と
も
に
県
大
会
で
上

位
入
賞
の
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
が
、

目
標
は
さ
ら
に
上
。
今
年
、
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
悔
し
が
り
ま
す
。

　
「
も
っ
と
速
く
、
上
手
く
な
り

た
い
」
と
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
一

緒
に
す
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
５
年
。

同
級
生
の
２
人
は
切
磋
琢
磨
し
、

技
術
を
高
め
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
一
番
の
ラ
イ
バ
ル
だ
し
親
友

で
す
。
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と

き
で
も″
私
も
負
け
て
い
ら
れ
な

い
！
〟
と
頑
張
れ
る
ん
で
す
」

　

心
の
支
え
で
も
あ
る
互
い
の
存

在
。
た
と
え
き
つ
く
て
も
、
一
緒

に
練
習
で
き
る
時
期
が
来
る
こ
と

が
毎
年
待
ち
遠
し
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
将
来
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ス

キ
ー
を
教
え
た
い
」
と
明
莉
さ
ん
。

「
世
界
中
の
ゲ
レ
ン
デ
で
す
べ
っ

て
み
た
い
」
と
ひ
な
た
さ
ん
。

出
会
う
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た

ス
キ
ー
は
、
２
人
に
と
っ
て
将

来
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
２
人
も
４
月
か
ら
は

最
上
級
生
。
今
度
こ
そ
は
と
次

の
冬
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

　
「
ス
キ
ー
を
と
っ
た
ら
何
も

な
い
。
そ
の
く
ら
い
の
気
持
ち

で
い
ま
す
。
目
標
は
や
っ
ぱ
り

県
１
位
。
同
学
年
や
下
級
生
に

は
絶
対
に
負
け
ま
せ
ん
！
」

　

強
い
決
意
を
込
め
る
同
級
生

ス
キ
ー
ヤ
ー
。
刺
激
し
合
い
、

支
え
合
い
、
目
標
に
向
か
っ
て

突
き
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

県大会で上位入賞　切磋琢磨する同級生スキーヤーHuman

きらり

輝く人

市内の小・中学校で英語を教えている市の外国語指導助手の皆さん
が、久慈市で生活していて感じたことなどを紹介するコーナーです

Books 図書館だより

ダニエル・カーク／作
わたなべてつた／訳　　瑞雲舎

　図書館に住むネズミのサムは本を読
むのが大好き。自分が書いた物語を
こっそり図書館の棚に置いてみると、
何と大人気に…。本を読むこと、書く
ことの楽しさを教えてくれる絵本です。

《山形図書館》

オ
ス
ス
メ
図
書 「としょかんねずみ」

大越桂／著
朝日新聞出版

　障がいを抱えながらも、ひたむきに
生きる大越桂さん。新聞各紙で紹介さ
れ、話題沸騰の同氏の初詩集です。被
災地を応援する詩など、勇気と感動を
もらえる多くの詩が収録されています。

《市立図書館》 「花の冠」

利
用
案
内

《市立図書館　☎ 53 − 4605》
■開館時間…９時～ 19 時（土日祝日は 17 時まで）
■�４月の休館日…２( 月 )、９( 月 )、16( 月 )、23( 月 )
●�図書館映画会…「母をたずねて三千里」などを上映

� ４／ 14( 土 ) ① 10 時 30 分～② 15 時 30 分～
●チビッコの部屋…①４／ 14( 土 ) ② 28( 土 )14 時～
●目で楽しむ本展…４／ 21( 土 ) ～５／ 13( 日 )
●賢治資料展…４／ 27( 金 ) ～５／６( 日 )

《山形図書館　☎ 72 − 3711》
■開館時間…10 時～ 18 時
■�４月の休館日…２( 月 )、９( 月 )、16( 月 )、23( 月 )、

29( 日・祝 )、30( 月・振替休日 )

●�巡回展・文芸賞受賞図書展…文学賞を受賞した作品
の巡回展示を行います（館内でのみ閲覧できます）

� ４／ 27( 金 ) ～５／６( 日 )

Child 子育て支援センターだより Health 元気応援だより

　
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
と
も
い
わ

れ
る
現
代
。
私
た
ち
は
知
ら
な
い

う
ち
に
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

進
学
、
就
職
、
昇
進
な
ど
で
、

環
境
が
変
わ
る
人
が
増
え
る
４
月
。

家
族
や
友
人
な
ど
に
と
っ
て
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
も
、
本
人
に
と
っ

て
は
ス
ト
レ
ス
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
感
じ
方
や
、

心
身
へ
の
不
調
の
現
れ
方
は
、
そ

の
人
の
考
え
方
や
性
格
に
関
係
す

る
た
め
、
個
人
差
が
あ
る
の
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
は
と
て
も

大
切
で
す
。
仮
に
ス
ト
レ
ス
自
体

を
無
く
す
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
ス
ト
レ
ス
状
態
を
緩
和
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。
例
え
ば
音

楽
や
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
動

物
と
触
れ
合
っ
た
り
、
運
動
し

た
り
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
、

一
日
の
疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち

に
解
消
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
は
過
度
の

飲
酒
や
喫
煙
、
食
事
で
発
散
し

が
ち
で
す
が
、
乱
れ
た
生
活
は

病
気
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
き
る
前
に
、

自
分
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
ケ

ア
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

埜﨑  葵  保健師

●４／４（水）　赤ちゃんサロン� 13:30～15:30
　※対象…１歳３カ月までの赤ちゃんとその保護者
●４／13（金）    あそびの教室� 終日
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●４／18（水）　絵本の読み聞かせ� 10:30～
●４／27（金）    あそびの教室� 終日
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●５／１（火）　子どもの日のつどい� 10:30～15:30
　※事前に申し込みが必要です
●５／２（水）　赤ちゃんサロン� 13:30～15:30
　※対象…１歳３カ月までの赤ちゃんとその保護者

行事予定

■子育て支援センター
　☎52−3210
■対象…未就学児と保護者
■利用時間
　①月～金８時30分～17時
　②土８時30分～13時30分
■休館日…土曜日の午後、
　日曜日、祝日
■利用料…無料

問�保健推進課
☎ 61 ー 3315

ストレスには個人差が

自分に合う方法で
ストレス解消を！

をかぶるのが伝統です。生徒は卒業し
た瞬間、帽子のタッセルを右から左に
移動させます。式終了後は、帽子を飛
ばして喜びを表す習慣もあるんですよ。
　 で も、 お か げ で 式 場 は 帽 子 だ ら け。
名前を書かないと、どれが自分の帽子
か分からなくなっちゃうんですよね…。

　アメリカと日本では、卒業式にも違
う点があることに気が付きました。
　アメリカでは学年が６月に終わるの
で、大雪の中の卒業式はありえません。
また、日本は制服ですが、アメリカの
高校では黒いローブを着て四角い帽子エリカ・ワードさん

MY ★ Life     Kujiin 帽子だらけの卒業式…

次
の
冬   

絶
対
に
負
け
な
い

利用案内 オススメの声

長根麻
ま

美
み

さんと
長女の

凜
り

柚
う

ちゃん
（宇部町）

　利用者もスタッフも皆
相 談 に 乗 っ て く れ ま す。
仲間がいると思うと気持
ちも楽。悩み解決のヒン
トがもらえる場所ですよ !

市の保健師、栄養士、看護師などが、健康に関する情報をお届けす
るコーナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。

県
で
活
躍   

目
標
さ
ら
に
上

ライバルで親友でもある２人　雪原をバックに満面の笑み

　市立図書館では、本年度も祝日を開館します。
通常、月末は休館ですが、土日に当たるときは
開館します。皆さんどうぞご利用ください！

市立図書館は
祝日も開館！

平成 24
年度も

祝日 17 時
までになり

ました 下斗米 明
あ か

莉
り

 さん（山形中２年・右）
●左／５人家族。好きな科目は体育。友達との
おしゃべりが好き。負けず嫌いと自己分析。
●右／７人家族。好きな科目は体育で、カラオ
ケが趣味。マイペースだが短気と自己分析。

Profile

和野 ひなた さん（長内中２年・左）

２０１２.4.１号� １８１９� 広報くじ№146



♥おめでとう （　）内は旧姓

♢誕生おめでとう （　）内は保護者名

　市では、生活環境の向上を図るた
め、浄化槽の設置費用を補助してい
ます。補助できる数には限りがあり
ます。お早めに申請してください。

▶�補助対象区域…公共下水道事業整
備区域と、漁業集落排水事業実施
区域を除いた区域

問下水道課　☎52-2152

　歯や口の中の健康に関する無料電
話相談です。歯科医師が、19時以降
に相談者に電話をして回答します。
▶�日時…４月18日㈬10時～19時
問岩手県保険医協会歯科部会　☎019-651-7341

　被災地支援として、アニメ映画を
無料上映する「東北アニメＤＥエー
ル」が開催されます。
　11時 ～16時 は ア ニ メ ワ ー ク
ショップも随時開催されます。ぜひ
ご来場ください。
▶�日時…４月８日㈰①「超劇場版ケ
ロロ軍曹３」10時30分～②「星を
追う子ども」13時30分～

▶�会場…アンバーホール
問アンバーホール　☎52-2700

　土地売買や相続、訴訟など不動産
関係の問題や悩みをご相談ください。

問岩手県不動産鑑定士協会　☎019-604-3070

浄化槽設置に補助金

ヨイ歯デー無料電話相談

アニメ映画を無料上映！

不動産の無料相談会
♦おくやみ申し上げます （　）内は年齢

２０１２.４.１号� 20

診療案内   小児科・アレルギー科・内科

久慈市長内町24-98-2
☎ 0194-75-3722

休診日： 水曜・祝日
 ４月14日は臨時
 休診日です

※日曜も
診療して
います。

先着順で国有地を売却

★本 庁 舎　☎５２−２１１１
★山形総合支所　☎７２−２１１１
★宇部支所　☎５６−２１１１
★侍浜支所　☎５８−２１１１
★山根支所　☎５７−２１１１
※市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話から
もつながります

このページでは、くらしに役立つ
情報をお知らせします。

らしの
情報暮

I N F O RMAT I O N

　大震災で被災した住宅・宅地の復
興を、利子補給や補助金で支援しま
す。詳しくはお問い合わせください。

▶�対象…平成23年３月11日以降に
実施した工事など
問建築住宅課　☎52-2120

※萩ヶ丘地区住宅には説明事項があり
ます。詳しくは問い合わせください
▶�申し込み…４月13日㈮まで
問建築住宅課　☎52-2120
問山形総合支所産業建設課　☎72-2129

　５月から勤労青少年ホームで次の
講座を開催します。

▶�時間…18時30分～20時30分
　※ラテンエアロは19時30分まで
▶�受講資格…市内在住または市内に
勤務する35歳未満の勤労者
▶�申込期間…４月２日㈪～24日㈫
　※定員になりしだい締め切ります
問勤労青少年ホーム　☎53-2320

　利用希望者は４月16日㈪までに
各学校へお申し込みください。

▶�開放期間…平成25年３月25日㈪
まで　※年末年始を除く
▶�開放時間…①屋外運動場／５時～
７時・16時30分～19時（土日祝日
は５時～17時）②体育館／17時
～21時（土日祝日は９時～21時）

問社会体育課　☎52-2156

　財務省東北財務局盛岡財務事務所
は、先着順で国有地を売却します。
　申し込みは郵送不可。普通財産売
払申請書と住民票抄本（法人は、商
業登記簿謄本と役員一覧）を持参し、
同事務所に直接申し込みください。

▶�受付期間…４月９日㈪～６月８日
㈮
問盛岡財務事務所管財課　☎019-625-3354

▶�会場…久慈職業能力開発センター
▶�申し込み…２週間前まで
問久慈職業能力開発センター　☎53-6261

　市では、平成27年度までの交通
安全に関する施策の大綱を定めた
「第９次久慈市交通安全計画」を策
定しました。（計画の内容は、市ホー
ムページに掲載）
「交通事故を起こさない、交通事故に
あわない」という意識を持って、交
通ルールやマナーを守りましょう。
問生活環境課　☎54-8003

被災住宅の工事費補助

募集

市営住宅空きあります

青少年ホームの前期講座

学校体育施設を無料開放

狭くなったパンツやスカートのウエストは最大10㎝以上、
狭くなったジャケットの胴周りは、約４㎝出すことができます。
「体重が変化して着てない」「今の流行に合わなくて着てない」
こんなお洋服を現代的なデザインで着心地よくリサイズしませんか？
★大きいジャケットを細身に…5,250円～　★だぶだぶパンツを細身に…3,150円～　★ボタン交換…2,400円～
★パンツ・スカートウエスト±調整1,575円～　★パンツ・ジャージ裾上げ630円～　★肩パット交換…1,200円～

　　

久慈ひまわり基金
法律事務所

債務整理 相　続 離　婚債務整理 相　続 離　婚
など何でもご相談下さい

TEL 0194-61-1818
※ 要予約

営業時間　平日 9:00 ～ 17:30

久慈市川崎町12-18　YKビル１階

21� 広報くじ№14６

お知らせ

コ　　ー　　ス 期　間 定員

ワードビジネス活用Ⅰ ５／８(火 )・９( 水 ) 15

ワードビジネス活用Ⅱ ５／ 16( 水 )・17( 木 ) 15

【開放校】小学校10校
久慈、久慈湊、長内、小久慈、夏井、
平山、侍浜小角柄分校、小国、霜畑、
来内

【開放校】中学校8校
久慈 ( ※ )、長内 ( ※ )、大川目 ( ※ )、
侍浜、宇部、三崎、山根、山形 (※)
※印…屋外運動場照明施設の設置校

無料でスキルアップ

市交通安全計画を策定

支　　援　　内　　容
１ 債務ローンの利子補給
２ 補修や耐震改修などの工事費を補助
３ のり面を保護するための工事費を補助

住　宅　名 戸数 家　　賃（月額）
川井団地 １戸 2,900 円～ 4,300 円
宇部日向地区住宅 １戸 1,700 円～ 2,600 円
萩ヶ丘地区住宅※ １戸 3,600 円～ 5,400 円

講　座　名 曜日 回数 定員
アメリカンフラワー 月 10回 20人
ラテンエアロ 月 10回 30人
浴衣着付け　※７月～ 月 3回 20人
華道 火 10回 20人
ペン習字 水 10回 20人
バドミントン 木 10回 20人
絵画 木 10回 20人
料理 金 10回 20人

区分 物　件　の　内　容

市内
●柏崎5-118-3●293.32㎡（88坪）
●最低売却価格 65万円

市外
盛岡市４件、一関市１件、釜石市１件、
岩泉町３件

浄化槽の大きさ 補助金額
 ５人槽 130㎡（約 40坪）以下  41 万円
 ７人槽 130㎡（約 40坪）超 51万 4,000 円

10 人槽 台所と浴室が２カ所以上
※２世帯・大家族住宅用 68万 6,000 円

日    時 会    場

① ４／６( 金 )
10 時～ 16 時

エスポワールい
わて（盛岡市）

② ４／ 24( 火 )
10 時～ 15 時 30 分 大船渡市役所

　昨年 12 月 18 日に二子朝市の会場で撮影
した、復興の狼煙ポスターが完成しました。
　撮影参加者へのポスターの引き換えは、市
役所２階まちづくり振興課で行っています。
撮影時に配られた引換券を持参の上、お越し
ください。

問まちづくり振興課☎ 52 － 2116

復興の狼
の ろ し

煙ポスター引換中
久慈市版

４月～６月は観光キャンペーン「いわてＤＣ」
開催期間です。岩手や久慈の良さを知っても
らうため、観光客をもてなしましょう！

観光の大チャンス

いわてＤＣ
スタート !!

▶４月１日付で財政課に異動になりま
した▶広報担当４年。取材を通じて、
たくさんの人の笑顔や一生懸命な姿に
ふれさせていただきました▶失敗も
多々あり、力不足ではありましたが、
人の思いを大切にすることを心掛けて
きたつもりです▶震災後その気持ちは
より強くなりました。支え合い、奮起

する皆さんの姿から久慈市民のものすごい
力を感じ、何度も心を打たれました▶４年
間での出会いと経験は、自分の宝物です。
広報を担当できて本当に幸せでした。皆さ
ん本当にありがとうございます▶担当は離
れますが、これからも心掛けは変わりませ
ん。新しい広報担当者ともども、これから
もどうぞよろしくお願いします！（八重桜）

編
集
後
記



荷軽部小学校
　

３
月
24
日
、
荷
軽
部
小
学
校
（
小

保
内
悟
校
長
・
児
童
16
人
）
の
閉
校

式
典
が
行
わ
れ
、
約
１
５
０
人
が
、

愛
す
る
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
、
懸
命
に
練
習
し

て
き
た
荷
軽
部
太
鼓
を
児
童
が
披
露

し
た
後
に
開
式
。
山
内
隆
文
市
長
の

式
辞
な
ど
に
続
い
て
、
小
保
内
校
長

は
「
学
校
に
対
す
る
深
い
愛
情
を
地

域
全
体
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
輝
く
ほ

ど
の
可
能
性
を
秘
め
た
荷
軽
部
小
の

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
信
じ
て
い
ま

す
」
と
感
謝
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
児
童
が
思
い

出
や
将
来
の
夢
を
発
表
し
、「
輝
く

未
来
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
、

大
き
な
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

校
旗
返
納
後
は
、
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
の
校
歌
斉
唱
。
地
域
の
熱
い

思
い
と
学
校
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
閉

校
記
念
碑
も
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
庭
山
荘
で
開
か
れ
た
思
い
出
を

語
る
会
で
は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行

委
員
会
の
小
笠
原
淳じ

ゅ
ん

委
員
長
が
「
閉

校
は
さ
み
し
い
で
す
が
、
心
か
ら
消

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
い

さ
つ
。
出
席
者
は
惜
別
と
感
謝
を
胸

に
、
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

地
域
と
一
体
の
特
色
あ
る
活
動
で
、

輝
か
し
い
実
績
を
残
し
た
荷
軽
部
小
。

最
後
の
最
後
ま
で
愛
さ
れ
続
け
、
１

３
６
年
の
歴
史
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

創　立　明治８年８月
主な歩み
　地域とともに 136 年
の長い歴史を刻み 1,260
人の卒業生を輩出した。
　明治 11 年には来内分
校を設置。昭和 28 年に
現在地に移り、昭和 60
年、現校舎が完成した。
　昭和 46 年には全日本
健康優良学校特選校を
受賞。地域一体となり、
炭焼きや荷軽部太鼓な
ど地域の特色を生かし
た活動を展開したほか、
相撲や綱引きなどのス
ポーツでも輝かしい成
績を残した。大相撲の
二十山親方（本名・谷
地仁）は卒業生。

荷軽部小学校
４

１ ２ ３

５ ６

１�／みんなで練習を重ねてきた荷軽部太鼓。勇壮な響
きは子どもたちの成長の証しでもあります

２／「成長を信じています」とあいさつした小保内校長
３／子どもたちの成長に願いを込めた小笠原委員長
４／学校への感謝を込めて全員で校歌を斉唱
５／将来の夢を発表した子どもたちを見つめる出席者
６�／愛する学校の歴史と記憶を後世に―。地域の熱い

思いが込められた閉校記念碑

（４月から山形小学校と統合）
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戸呂町小学校
　

山
形
地
区
で
最
初
に
開
校
し
、
１

３
８
年
の
歴
史
を
築
い
た
戸
呂
町
小

学
校
（
山
本
顯
校
長
・
児
童
15
人
）。

３
月
18
日
、
約
１
５
０
人
が
見
守
る

中
、
閉
校
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
隆
文
市
長
の
式
辞
な
ど
に
続

き
、
山
本
校
長
は
「〝
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
る
〟
こ
と
を
実
感
で

き
る
毎
日
で
し
た
。
皆
さ
ん
の
胸
に
、

戸
呂
町
小
の
心
が
永
遠
に
残
る
と
信

じ
て
い
ま
す
」
と
思
い
を
込
め
て
あ

い
さ
つ
。
児
童
は
別
れ
の
こ
と
ば
で

「
か
し
こ
く
・
や
さ
し
く
・
た
く
ま

し
く
。
戸
呂
町
小
で
学
ん
だ
こ
の
心

を
忘
れ
ず
、
新
し
い
明
日
に
向
か
っ

て
旅
立
ち
ま
す
」
と
、
ぐ
っ
と
前
を

向
き
、
声
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

校
旗
返
納
後
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
。

思
い
出
を
か
み
し
め
、
学
校
へ
の
感

謝
を
込
め
た
歌
声
は
、
校
舎
に
染
み

わ
た
る
よ
う
に
響
き
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
の
思
い
出
を
語
る
会
で

は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の

下
舘
靖
委
員
長
が
「
あ
り
が
と
う
戸

呂
町
小
学
校
」
と
大
き
な
声
で
感
謝
。

児
童
と
同
窓
生
が
戸
呂
町
神
楽
を
披

露
し
た
ほ
か
、
学
校
の
歩
み
を
振
り

返
る
ス
ラ
イ
ド
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

語
り
合
い
、
思
い
出
を
心
に
刻
ん

だ
出
席
者
。
多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
、

愛
さ
れ
、
戸
呂
町
小
の
長
い
歴
史
に

幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

地域一体で教育を進めた山形地区最初の創立校
138 年の歴史に幕下ろす

（４月から山形小学校と統合）

学
校
に

あ
り
が
と
う

地
域
と
共
に
歩
み
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

を
育
ん
で
き
た
戸
呂
町
小
学
校
と
荷
軽
部

小
学
校
が
３
月
で
閉
校
。
４
月
か
ら
山
根

中
学
校
に
併
設
さ
れ
る
山
根
小
学
校
は
慣

れ
親
し
ん
だ
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

児
童
や
地
域
、
教
職
員
か
ら
、
最
後
の
最

後
ま
で
愛
さ
れ
続
け
た
学
び
舎や

は
、
た
く

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
と
も
に
、
そ

の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

�

（
27
㌻
ま
で
）

１／別れを惜しみながら、校歌を歌いあげる出席者
２／「戸呂町小の心は永遠」と思いを込めた山本校長
３�／学校への感謝の気持ちを表した下舘委員長
４�／行事や校舎の思い出を振り返りながら、地域と学

校に感謝の気持ちを伝えた 15 人の児童
５／じっと前を見つめ、思いをめぐらせる出席者
６�／校旗と、５・６年生が学校への感謝を込めて制作

した記念品

１

２ ３ ４

５ ６

創　立　明治７年４月
主な歩み
　山形地区で最初に開
校。地域の情熱と協力
に も 支 え ら れ、138 年
の長い歴史を築いた。
　明治 35 年には大規模
火災で校舎焼失の困難
も経験。昭和 22 年から
58 年までは戸呂町中学
校（川井中戸呂町分校）
が併設された。
　昭和 38 年には 150 人
以上の児童が在籍。現
校舎は昭和 64 年に完成
した。児童が減少して
からも、地域一体となっ
た教育振興は変わらず、
校内外で積極的な教育
活動を展開した。

戸呂町小学校

相撲や綱引きなど、特色ある活動で数々の実績
136 年の歴史を閉じる
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　体育をしたり、鬼ごっことかで
遊んで、みんなと仲良くなった体
育館が好き ! 毎日楽しみだったな !

遊んで仲良く

上平優
ゆ

衣
い

 ちゃん
（戸呂町小１年）

　学校で一番好きな場所は、体育
館。一輪車とか縄跳びをして、み
んなで仲良くいっぱい遊んだよ！

体育館が好き

下舘さくら ちゃん
（戸呂町小１年）

　一輪車や縄跳び、鬼ごっことか
してたくさん遊んだよ !   同級生も
上級生もみんな優しくて大好き !

みんな優しい

櫻庭彩
さ

姫
き

 ちゃん
（戸呂町小１年）

　みんなで遊んだ場所だから、ぼ
くも体育館が好き！特にサッカー
とバドミントンが楽しかったな !

楽しく遊んだよ

下舘拓
た く

朗
ろ う

 くん
（戸呂町小１年）

　一輪車が得意だよ。すぐに上手
にできたんだ。みんなと一輪車で
遊ぶのはすごい楽しかったな！

上手に一輪車

下舘亜
あ

由
ゆ

実
み

 ちゃん
（戸呂町小２年）

　ぼくが大好きな場所は図書室！
いっぱい読書をして勉強したよ。
これからもたくさん本読むんだ !

いっぱい読書

長坂和
か ず

真
ま

 くん
（戸呂町小１年）

　音楽室が楽しくて好き !   歌うの
も演奏するのも大好きだから、音
楽の授業はたくさん頑張ったよ！

頑張った音楽

田端怜
れ

夢
み

 ちゃん
（戸呂町小１年）

　授業中は別々でも、体育館では
みんなと一緒。みんなに会って遊
べるのが毎日楽しみだったな！

会うのが楽しみ

二又未
み

来
く

 ちゃん
（戸呂町小２年）

　最後の年に晴れた運動会が一番
の思い出。紅組は負けたけど、み
んなと協力して楽しかったです !

晴れた運動会

上平翔
しょう

吾
ご

 くん
（戸呂町小５年）

　地域の人や家族と一緒の行事が
多いのが戸呂町小の良いところ !
勉強になったし、楽しかったです !

地域や家族と

田端瑠
る

奈
な

 ちゃん
（戸呂町小４年）

　戸呂町小は、いつもにぎやかで
仲良し !   ポスターとか書写を頑張
って、たくさん賞ももらったよ !

いつもにぎやか

下舘沙
さ

智
ち

恵
え

 ちゃん
（戸呂町小３年）

　３年生で転校してきたけど一瞬
で溶け込めた。閉校はくやしい。
みんな優しくて大好きな学校です !

一瞬で大好きに

櫻庭流
りゅう

斗
と

 くん
（戸呂町小５年）

　最後の年にやっと晴れてくれた
運動会。みんなで頑張って白組が
勝てたのがうれしかったです！

最後に晴れた

下舘竜
りゅう

二
じ

 くん
（戸呂町小６年）

　地域の人と一緒の運動会は本当
に楽しかった !   天気も味方してく
れて、外でできて良かったです !

地域と運動会

下舘  茜
あかね

 さん
（戸呂町小５年）

　冬に校庭で尻すべりして遊んだ
のが楽しかったな。みんなと一緒
は楽しい ! これからも仲良しです !

校庭で冬遊び

火石舞
ま

鈴
り ん

 ちゃん
（荷軽部小３年）

　一生懸命応援してくれる地域の
人たちと一緒の運動会は楽しかっ
たな。これからも頑張れそうです !

一緒に運動会

谷地愛
あ

生
お い

 ちゃん
（荷軽部小４年）

　一番の思い出は、平庭のスキー
大会で１位になったこと。山形小
でもスキーや水泳を頑張るぞ !

スキーで１位

谷地梨
り

璃
り

唯
い

 ちゃん
（荷軽部小３年）

　これからもみんなと仲良く助け
合って。山形小の代表になれるよ
うに、勉強も運動も頑張るぞ！

山形小の代表に

横葉映
え い

貴
き

 くん
（荷軽部小５年）

　部活も始まって勉強も難しくな
る中学校。荷軽部小で勉強したこ
とに自信を持ち、毎日頑張ります !

自信持って毎日

大谷地彩
あ や

夏
か

 さん
（荷軽部小６年）

　炭焼きや太鼓など、他の学校で
は勉強できないことも経験。自信
を持って中学校でも頑張ります !

ここだけの経験

谷地勇
ゆ う

飛
ひ

 くん
（荷軽部小６年）

　１年生のころは難しかった荷軽
部太鼓も、今は教えられるように
成長。ぼくの自信になっています !

太鼓で成長

大谷地俊
と し

哉
や

 くん
（荷軽部小５年）

　４月からは山形小のみんなとも
仲良くしたい !  みんなと一緒に体
育とかサッカーを頑張りたいな !

サッカー頑張る

谷地穣
じょう

太
た

郎
ろ う

 くん
（荷軽部小１年）

　荷軽部太鼓を優しく教えてくれ
た６年生。一緒に太鼓をたたいて
仲良くなった ! みんな大好きだよ !

太鼓で仲良く

谷地叶
きょう

介
す け

 くん
（荷軽部小１年）

　たくさん練習した荷軽部太鼓が
一番の思い出。６年生から教えら
れて完璧にできるようになったよ !

太鼓が完璧に

谷地瑠
る

輝
き

也
や

 くん
（荷軽部小１年）

　荷軽部太鼓を教えてくれた６年
生や地域のお兄さんたちありがと
う ! もうぼくも上手にたたけるよ。

ぼくも上手に

泥﨑慎
し ん

也
や

 くん
（荷軽部小１年）

　荷軽部の歴史を劇で発表。地域
の人は泣いて喜んでくれました。
もっと荷軽部を知りたいです !

もっと知りたい

谷地歩
あ ゆ

夢
む

 くん
（荷軽部小３年）

　６年生から教えられて、全部で
きるようになった荷軽部太鼓。ぼ
くのうれしい自慢の一つだよ！

太鼓が自慢

大谷地宏
ひ ろ

弥
や

 くん
（荷軽部小２年）

　休み時間に校庭で、みんなと一
緒にサッカーをして遊ぶのが楽し
かったな。みんな優しいし大好き !

優しいし大好き

泥﨑智
と も

也
や

 くん
（荷軽部小１年）

戸
呂
町
小

最
後
に
学
ん
だ

児
童
の
思
い

荷
軽
部
小

最
後
に
学
ん
だ

児
童
の
思
い

　

み
ん
な
元
気
で
仲
が
良
い
荷
軽
部
小

学
校
。
炭
焼
き
体
験
や
荷
軽
部
太
鼓
な

ど
は
、
荷
軽
部
小
の
ぼ
く
た
ち
だ
け
が

で
き
る
経
験
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
は

ぼ
く
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
り
、

応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
修
学
旅
行
や
運
動
会
な
ど
良
い

思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

荷
軽
部
小
最
後
の
一
年
。
さ
み
し
い

け
れ
ど
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
や
ろ
う

と
思
い
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
一
年
生
に
教
え
る

の
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

一
年
で
自
信
も
、
み
ん
な
の
団
結
力
も

つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
荷

軽
部
小
。
中
学
校
生
活
は
少
し
不
安
も

あ
る
け
ど
、
部
活
動
も
勉
強
も
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

荷軽部小児童会長

　　田代  光
ひ か る

 くん（６年）

ぼくたちを成長させてくれた荷軽部小
　自信も、団結力もついたと思います―

　

戸
呂
町
小
学
校
で
は
、
い
つ
も
み
ん

な
の
力
を
合
わ
せ
て
行
事
を
や
っ
て
き

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
協
力
し
て

く
れ
て
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
も
教

え
て
く
れ
た
し
、
私
た
ち
が
頑
張
っ
た

り
上
手
に
で
き
た
と
き
は
、
た
く
さ
ん

ほ
め
て
も
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
学
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
楽
し

い
一
年
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
最
後
の
年
に
や
っ
と
晴
れ
て
く

れ
た
運
動
会
は
、
う
れ
し
く
て
楽
し
い

一
番
の
思
い
出
で
す
。

　

閉
校
は
さ
み
し
い
で
す
。
で
も
、
閉

校
に
な
っ
て
も
学
校
の
こ
と
は
忘
れ
ま

せ
ん
。
戸
呂
町
小
で
勉
強
を
し
て
、
み

ん
な
で
成
長
で
き
た
こ
と
は
自
慢
だ
し
、

私
の
自
信
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
不
安

も
あ
る
け
ど
、
４
月
か
ら
も
中
学
校
で

頑
張
れ
そ
う
で
す
。

大切な思い出や
感謝の気持ち

この学校が
大好きです

いつも、力を合わせてやってきました
　戸呂町小で勉強できたのは自慢です―

戸呂町小児童会長

　　長坂莉
り

緒
お

 さん（６年）

　青年会の人たちに教えられた綱
引き。力を一つにすることを学び、
大会でも優勝。ぼくの自信です！

綱引きが自信に

大谷地亮
りょう

 くん
（荷軽部小４年）



６

　

平
成
23
年
３
月
を
も
っ
て
長
い

歴
史
を
閉
じ
、
山
形
小
学
校
と
統

合
し
た
日
野
沢
小
学
校
と
繫
小
学

校
。
あ
れ
か
ら
一
年
、
転
入
し
た

子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
表
情
で
卒

業
式
を
迎
え
る
の
だ
ろ
う
―
。
気

に
な
っ
た
私
は
、
３
月
17
日
、
統

合
後
最
初
の
卒
業
式
が
開
か
れ
る

山
形
小
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

日
野
沢
小
出
身
の
野
場
陸り

く

く
ん
、

二
ツ
神
瑠る

夏か

さ
ん
を
含
め
、
卒
業

生
は
６
人
。
入
場
前
、
屈
託
な
い

笑
顔
で
私
を
迎
え
て
く
れ
た
６
人

は
、
式
が
始
ま
る
と
表
情
を
引
き

締
め
、
し
っ
か
り
と
胸
を
張
り
、

小
笠
原
牧
子
校
長
か
ら
卒
業
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
教
職
員
が
温
か
い
目

で
見
守
る
中
、
別
れ
の
こ
と
ば
で

は
、
卒
業
生
が
自
分
の
可
能
性
を

信
じ
て
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
、

在
校
生
は
山
形
小
を
前
進
さ
せ
る

こ
と
を
力
強
く
宣
言
。
卒
業
式
か

ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
一
体
感
と

成
長
、
そ
し
て
保
護
者
や
教
職
員

の
支
え
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
校

を
迎
え
た
戸
呂
町
小
学
校
と
荷
軽

部
小
学
校
。
地
域
の
人
が
閉
校
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
し
た
理
由
は
、

新
た
な
環
境
に
踏
み
出
し
、
新
た

な
仲
間
を
得
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
さ
ら
に
大
き
く
成
長
す
る

と
信
じ
た
か
ら
。
２
校
の
閉
校
式

典
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
へ
の

深
い
愛
情
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
し
っ
か
り
前
を
向
き
、

学
校
に
別
れ
と
感
謝
の
こ
と
ば
を

送
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
閉
校
の
さ

み
し
さ
の
中
、
そ
の
姿
は
、
こ
れ

か
ら
の
成
長
と
輝
く
未
来
を
確
信

さ
せ
る
ほ
ど
立
派
な
も
の
で
し
た
。

　

４
月
、
新
た
な
仲
間
を
加
え
て

ス
タ
ー
ト
す
る
山
形
小
。
日
野
沢

と
繫
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
、
戸
呂
町
と
荷
軽
部
の
子
ど
も

た
ち
も
、
き
っ
と
、
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

４
月
か
ら
山
根
中
学
校
と
併
設

に
な
る
山
根
小
学
校
（
照
井
睦
子

校
長
・
児
童
９
人
）
の
校
舎
お
別

れ
会
は
２
月
29
日
、
同
校
で
開
催
。

約
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

照
井
校
長
は
「
地
域
の
尽
力
で

で
き
た
自
慢
の
校
舎
。
４
月
か
ら

も
校
風
を
引
き
継
ぎ
、
仲
良
く
の

び
の
び
と
し
た
学
校
生
活
の
実
現

を
約
束
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

卒
業
生
で
も
あ
る
韮
山
健け

ん

有ゆ
う

ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
は
「
古
く
な
り
ま
し
た
が
、

大
震
災
か
ら
も
み
ん
な
を
守
っ
た

校
舎
で
す
。
こ
こ
で
学
び
、
運
動

し
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」
と
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

遠
川
雄ゆ

う

翔と

く
ん
（
６
年
）
が
校

舎
に
よ
せ
た
作
文
を
発
表
し
た
後

は
、
学
校
の
歩
み
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
も
上
映
。
児
童
は
山
根
太

鼓
を
披
露
し
、「
感
謝
の
気
持
ち

を
胸
に
、
誇
り
を
も
っ
て
歩
ん
で

い
き
ま
す
」
と
大
好
き
な
校
舎
に

別
れ
を
つ
げ
、
前
を
向
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
結
び

つ
け
た
風
船
を
手
に
、
全
員
で
校

庭
に
移
動
。「
あ
り
が
と
う
！
山

根
小
学
校
」
と
声
を
そ
ろ
え
、
思

い
を
込
め
た
希
望
の
風
船
を
空
へ

と
高
く
飛
ば
し
ま
し
た
。

１

創　立　明治９年６月
※�創立時の校名は戸鎖

小学校
主な歩み
　 昭 和 28 年、 戸 鎖 小
学校から山根小学校に
改 称。 昭 和 46 年 に 山
根、木売内、端神、細
野、小田瀬の５校が統
合 し、 翌 47 年 に 現 校
舎が完成した。統合時
の児童数は 206 人。昭
和 56 年 に は 深 田 小 も
統合となった。
　児童数は減少してい
るものの、地域、家庭
と一体となった教育活
動を展開。４月からは
山根小中学校として新
たなスタートを切る。

山根小学校

２ ３

山
根
小
学
校 

校
舎
に
別
れ

４ ５

１／感謝し、校風を引き継ぐことを約束した照井校長
２�／思い出を振り返りながら、あいさつした韮山会長
３�／「誰よりもこの校舎のことを知っています」と遠

川くん。作文からは学校への愛着が感じられました
４／校舎にしみわたるように響きわたった山根太鼓
５／子どもたちのたくましい姿を見つめる保護者
６／晴れわたった空へと飛び立った希望の風船

４
月
か
ら
山
根
中
学
校
と
併
設
に

古くとも、大震災から児童
を守った校舎。愛され続け
その役目を終える―

子どもたちの成長した姿を見つ
める旧日野沢小児童の保護者

き
っ
と
、
大
き
く
―

学
校
統
合
の
先　

山
形
小
卒
業
式
と
、
２
校
の
閉
校
式
典
か
ら
感
じ
た
こ
と

頼もしさを感じさせた在校生。旧
日野沢小・繫小の児童も一つです

胸を張り、この日最後の卒業証
書を受け取った二ツ神瑠夏さん

感
じ
た
一
体
感
と
成
長

確
信
さ
せ
る
ほ
ど
の
姿

新しい仲間と、希望を胸に前を向いて―
山形小卒業式。新しい仲間とともに、希望を
胸に前を向く日野沢小出身の二ツ神瑠夏さ
ん（左）と野場陸くん（左から２人目）。別
れのことばでは大きな声を響かせ、自分の
可能性を信じて挑戦することを誓いました
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広
報
く
じ
　
　４
月
１
日
号
　
N
o.14６

１�／円がつながっていくよう
な形に並べられたキャンド
ル。参加者は祈りを込めて
火をともしました

２�／優しく温かい光を、じっ
と見つめる子どもたち

３�／子どもも大人も祈りを込
めて。光を前に、みんなの
思いがつながります

４�／「祈」「絆」などの文字
が記された手作りキャンド
ル。一つ一つに心が込めら
れています

１

２

３

４
植
物
油
、
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

久慈港に 3,800 個のキャンドル

鎮魂と復興
祈り込めて

　東日本大震災から１年となった３月 11 日、「鎮魂と復興」希望の灯
あ か

りを
つくる会（同実行委主催）が久慈港岸壁で開かれました。子どもから高齢
者まで約 600 人が参加。沿岸部の小・中学生や有志が心を込めて作った
3,800 個のキャンドルを「Ｋ

く

ＵＪ
じ

Ｉ」「３・11」の形や、魔よけを意味す
るというアイヌの模様の形に並べ、火をともしました。
　優しく温かい光が港に広がる中、参加者は海に向かって黙とうをささげ、
全員で「ふるさと」を合唱。犠牲になった方々の追悼と、まちの復興への
祈りを込めました。

連なる光、
つながる思い―




